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梅干し作業

真っ盛り

＝中居谷加工部＝

かぎもち製造、もちつきなど食品加工を意欲的にすすめている主婦協業中居谷加工部

が、今度は 1.2トンの梅干漬作業に精力的にとりくんでいます。この梅干漬は特産セ

ンタ ー が、ふるさとの香り用•特別受注・加工原料・直売などで、年間大量の梅干しを

必要とするため加工を委託したものです。

梅干しには、クエン酸・鉄分・カルシウムの成分があり、また疲労回復・整腸・解毒

などの効能があって、健康食品としての人気が高まり、消費が毎年ふえています。

〔写真：直射日光で干される梅とシ‘ノ 7月12日〕
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町民のうごき

人口 3,701..人 (-2)

男 1,80 1人 (-2)

女 1,900人（士0)

世帯数 1,048幕 (-2)

（昭和63年6月30日現在）
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第1回

懃

ひじかわ大丸太．：晋ぎ世界選手櫂大会I
◎ 

でか丸太

出場者募集

肱
川
町
観
光
協
会

肱

川

町

肱
川
町
森
林
組
合

八
月
七
日
（
日
）

（
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
当
日
）

肱
川
本
流

（
肱
川
中
学
校
前
）

参
加
資
格

①
十
八
歳
以
上
の
成
人
男
女

（
た
だ
し
、
一
蘭
校
生
は
除
く
）

②
五
十

m
以
上
泳
げ
る
健
康
な

人
③
外
国
人
大
歓
迎

日
程0

受
付
九
時
i
九
時
―
―

1
0分

0

開
会
式
九
時
一
―

1
0分
i
十
時

0

競
技
十
時
ー
ニ
時
三

0
分

場
所

期
日

木
材
・
竹
材
輸
送
の
最
良
の
方
法

で
あ
り
、
肱
川
の
風
物
詩
で
あ
っ
た

筏
流
し
。
そ
こ
に
は
大
河
肱
川
に
生

き
る
筏
師
た
ち
の
苦
闘
と
ロ
マ
ン
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、
当
時
肱
川
に
生
き

た
筏
師
た
ち
の
気
力
と
体
力
に
挑
戦

し
よ
う
と
第
一
回
肱
川
大
丸
太
漕
ぎ

世
界
選
手
権
大
会
を
開
き
ま
す
。

こ
の
大
会
を
通
し
て
筏
師
た
ち
の

生
活
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
肱
川
産

木
材
の
見
直
し
と
川
と
の
ふ
れ
あ
い
、

そ
し
て
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

町
内
は
も
ち
ろ
ん
町
外
の
職
場
の

グ
ル
ー
プ
、
友
人
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、
ぜ
ひ
チ
ャ

レ
ン
ジ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。
主
催

0

閉
会
式
二
時
―
―

-
0分
l
-
―一時

競
技
方
法

肱
川
産
杉
丸
太
（
末
口
四
十
Cm)
、

長
さ
六

m
に
四
人
乗
り
、
オ
ー
ル

で
上
流
の
折
返
し
点
（
百

m)
ま

で
漕
ぎ
、
折
返
点
を
通
過
し
た

こ
ろ
で
乗
り
手
が
方
向
を
換
え
、

今
度
は
下
流
へ
向
か
っ
て
漕
ぎ

ゴ
ー
ル
す
る
。

レ
ー
ス
は
タ
イ
ム
レ
ー
ス

（
一
チ
ー
ム
ニ
回
漕
ぎ
）
と
す
る
。

申
込
方
法

出
場
チ
ー
ム
は
八
月
六
日

（
土
）
ま
で
に
肱
川
町
観
光
協

会
事
務
局
（
肱
川
町
役
場
内
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
当
日
受
付
け
も
可
）

電
話

(
O
八
九
三
）

三
四
ー
ニ
三
一

t

ヽ

•· 
．， 
,• 

．
／
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-
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参
加
料
一
チ
ー
ム

表
彰
・
賞
金

（
賞
金
）

0

優
勝

0

二
位

0

三
位

0

ユ
ー
モ
ア
賞

（
表
彰
）優

勝
チ
ー
ム
は
優
勝
杯
、

二
位
、
三
位
に
は
入
賞
盾
を

授
与
し
‘
-
―
一
位
ま
で
は
賞
状

を
授
与
す
る
。
（
地
元
産
木

材
で
製
作
し
た
も
の
）

（
優
勝
記
念
木
の
建
立
）

本
大
会
で
優
勝
し
た
チ
ー

ム
に
は
、
大
会
名
、
チ
ー
ム

名
等
を
刻
ん
だ
木
材
廷
桧
）

を
鹿
野
川
園
地
に
建
立
す
る
。

そ
の
他

①
申
し
込
み
後
参
加
で
き
な
い

事
情
が
生
じ
た
場
合
は
、
必

ず
連
絡
し
て
下
さ
い
。

②
大
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
先

肱
川
町
観
光
協
会
事
務
局

（
肱
川
町
役
場
内
）

電
話

(
O
八九――-）

三
四
ー
ニ
三
―
-
（
代
）

凪
9
9
9

，ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
]

一
(
•
べ
／
~，
 

鵞
十
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
円

五
千
円

風 信

（
町
長
）

全
職
員
が
ボ
ス
タ
ー
を

書
き
、
風
お
こ
し
特
別
推

進
運
動
が
始
ま
っ
た
。
第

一
弾
は
「
特
産
四
周
年
セ
ー

ル
」
五
十
九
年
発
足
し
、

最
初
の
開
発
は
ヨ
モ
ギ
う

ど
ん
。
中
国
で
は
男
の
子
が
生
れ
る

と
、
桑
の
木
で
弓
、
ヨ
モ
ギ
の
茎
で

矢
を
つ
く
り
、
天
地
四
方
に
放
っ
て

将
来
の
雄
飛
を
願
う
故
事
が
あ
り
、

桑
弧
蓬
矢
（
そ
う
こ
ほ
う
し
）
の
言

葉
が
あ
る
。
幸
先
が
い
い
と
成
果
を

祈
念
し
て
き
た
。
昨
年
は
七
二

0
0

万
の
売
上
げ
で
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

も
っ
と
農
家
か
ら
の
品
が
出
て
、
早

く
一
億
に
乗
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

七
月
三
日
の
記
念
セ
ー
ル
は
、
雨

も
ど
う
に
か
降
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の

人
が
来
て
い
た
だ
い
た
。
ド
ン
パ
ン

は
威
勢
が
い
い
、
餅
つ
き
、
カ
キ
氷
、

祭
の
風
景
の
よ
う
で
気
持
を
な
ご
ま

し
て
く
れ
る
。
善
意
の
『
ば
ん
ぞ
う

セ
ー
ル
』
も
好
評
で
、
全
品
買
上
げ

て
い
た
だ
き
福
祉
基
金
へ
。
こ
の
稿

が
活
字
に
な
る
こ
ろ
に
は
「
風
お
こ

し
大
会
」
も
終
っ
て
い
る
。
ど
ん
な

大
会
に
な
る
か
、
す
べ
て
は
町
民
の

心
に
か
か
っ
て
い
る
。

真
剣
な
と
り
組
み
を

冷
笑
す
る
こ
と
は

恥
か
し
い
こ
と
だ
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8月7日 （日）

夏の一大イベント鹿野川夏まつりを 8月7日、

に行ないます。

今年は恒例の花火大会のほかに、くじ付きもちまき、

大丸太漕ぎ大会、魚のつかみどりが新しく加わりました。

ご近所お誘い合わせてぜひおでかけください。

当日のプログラ

日曜日

匈 庭

ま
た
ひ
と
つ
楽
し
さ
が

ふ
え
ま
し
た

「
ア
ユ
と
ウ
ナ
ギ
の

つ
か
み
ど
り
」

鹿
野
川
夏
ま
つ
り
を
さ
ら
に
楽
し

く
し
よ
う
と
、
今
年
は
川
を
利
用
し

た
ア
ユ
と
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
ど
り
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
に
は
、
特
別
町
民
も
里
帰

り
さ
れ
ま
す
し
、
今
年
初
め
て
行
わ

れ
る
「
ア
ユ
と
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
て
花
火

を
見
よ
う
ツ
ア
ー
」
客
も
当
日
来
町
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
肱
川
特
産
の
ア
ユ

と
ウ
ナ
ギ
の

P

R
と
当
町
を
訪
れ
た

人
々
と
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

家
族
連
れ
で
、
友
人
と
、
そ
し
て

ム

行 事 名
:: 

場 所 時 間
..~ 

大丸太漕ぎ世界選手 肱 J 11 9:30~15:00 
権大会 （肱川中前）

ダム犠牲者慰霊祭
鹿野川ダム

10:00~10:30 
慰 苧平-- 碑

弁 天宮祭典
弁 天 宮 11 :00~ 
（上鹿野川）

七夕笹コンクール
歩行者天国 11 : 00 ~ 22: 00 
借狸予川商店街）

くじつきもちまき II 13:30~14:30 

ビックリ市 歩行者天国 15: 00~ 20: 00 

アユとウナギのつか 河 辺 J 11 15:00~16:00 
みどり （鹿野川河原）

盆おどり大会 おまつり広場 19: 00 ~ 20: 00 

花火大会 肱川中前河原 20: 10 ~ 20: 50 

0車の全面通行止（歩行者天国区間8:00~ 23: 00) 
0駐車場は鹿野川河原と中野小運動場をご利用下さい。

｀
 
彎

子
供
も
大
人
も
ア
ユ
と
ウ
ナ
ギ
を
追

い
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
楽

し
い
夏
ま
つ
り
に
な
る
は
ず
で
す
。

多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽

日

時

・
八
月
七
日
（
日
）

午
後
後
一
＿
一
時
！
四
時

▽

場

所
・
鹿
野
川
河
原
（
河
辺
川
）

▽
魚
の
捕
り
方

・
ア
ミ
な
ど
使
わ
ず
素
手
と
す
る

▽
主
催

肱
川
町
観
光
協
会

肱

川

町

▽
問
い
合
わ
せ
先

肱
川
町
観
光
協
会

（
肱
川
町
役
場
内
）

6
(
〇
八
九
―
―
-
）
-
―
―
四
ー
三
―
ニ
―

子
供

▽
入
場
料

・
大
人

▽
放
流
す
る
魚

・
ア

ユ

一

、

0
0
0
び
き

（
養
殖
の
も
の
）

――
1
0
0ぴ
き

（
養
殖
の
も
の
）

ウ
ナ
ギ

五

0
0
円（

中
学
生
以
上
）

三

0
0
円

（
小
学
生
以
上
）

七
月
五
日
、
町
公
民
館
で
熟
年
就

農
者
（
四
十
一
名
）
を
対
象
に
農
業

講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
（
大
洲
農
業
改
良
普
及

所
）
の
主
催
で
年
四
回
開
講
さ
れ
る

も
の
で
、
農
村
の
高
齢
化
に
対
応
す

る
た
め
、
こ
の
講
座
で
農
業
に
関
す

る
実
用
的
な
知
識
や
技
術
に
つ
い
て

研
修
し
、
そ
れ
を
受
講
生
に
地
域
で

実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

午
後
一
時
三

0
分
か
ら
普
及
所
長

や
大
野
町
長
ら
を
迎
え
開
講
式
が
行

な
わ
れ
た
後
、
第
一
回
農
業
講
座
が

開
講
、
「
上
手
な
米
づ
く
り
に
つ
い

て
」
、
「
夏
秋
き
ゅ
う
り
栽
培
の
ポ

イ
ン
ト
」
を
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

の
大
杉
普
及
員
、
藤
田
普
及
員
を
講

師
に
実
用
的
で
わ
か
り
や
す
い
講
義

熟年農業講座を開講

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

｀

参
加
さ
れ
た
受
講
生
は
終
日
、
熱

心
に
受
講
さ
れ
就
農
者
な
ら
で
は
の

学
習
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
講
座
日
程
及
び
内
容
は
次

の
と
お
り
で
、
農
業
の
活
性
化
に
向

け
て
の
こ
の
講
座
が
大
い
に
役
立
つ

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
回
（
七
月
下
旬
）

※
水
稲
の
穂
肥
診
断
と
病
害
虫
防
除

※
栗
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

第
三
回
(
+
＿
月
）

※
土
づ
く
り

（
地
力
増
進
と
営
農
排
水
）

※
ゆ
ず
の
生
産
安
定
栽
培

第

四

回

三

月

）

※
和
牛
の
肥
育
管
理
と
飼
料
栽
培

※
栗
の
縮
間
伐
と
整
枝
剪
定

※
閉
講
式

開講式であいさつする西尾所長 7月5日公民館



腰げ。領） 泌苅〖 匈

団 四 (4)

特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
四

周
年
記
念
セ
ー
ル
は
、
七
月
三
日

（
日
曜
日
）
に
行
わ
れ
、
む
し
暑
い

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
沢
山
の
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
「
ば
ん
ぞ
う
セ
ー

ル
」
は
、
有
志
、
団
体
、
町
職
員
か

ら
約
―
―
一
百
点
の
品
物
が
無
償
提
供
さ

れ
、
テ
ン
ト
内
の
台
上
に
は
、
シ
ー

ツ

・
茶
器
セ
ッ
ト
な
ど
が
所
せ
ま
し

と
並
び
、
自
転
車
や
ニ
ワ
ト
リ
と
い
っ

た
物
も
登
場
し
買
物
客
を
よ
ろ
こ
ば

せ
ま
し
た
。
ば
ん
ぞ
う
役
は
中
居
喜

代
光
さ
ん
（
小
薮
）
と
西
永
善
矩
さ

ん
（
農
協
）
。
「
自
分
で
値
段
を
つ

け
る
の
は
む
ず
か
し
い
な
…
…
。
五

百
円
位
じ
ゃ
ろ
う
か
…
…
」
「
も
う

少
し
は
ず
ん
で
も
ら
わ
ん
と
、
出
品

者
に
失
礼
に
な
る
け
ん
、
も
っ
と
は

り
こ
ん
で
や
…
…
」

売
買
の
や
り
と
り
の
う
ち
に
、
次
々

と
ば
ん
ぞ
う
が
成
立
、
午
後
三
時
に

は
全
品
が
売
り
切
れ
る
と
い
う
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

草
も
ち
の
実
演
・
即
売
は
人
気
抜

群
で
つ
く
一
方
か
ら
ア
ッ
と
言
う
間

に
な
く
な
り
ま
し
た
。
下
嵯
峨
谷
大

師
堂
の
名
水
を
製
氷
し
た
カ
キ
氷
、
婦

記念セールは終日大賑わい

ばんぞうセールには堀り出し物が沢山

業
績
も
毎
年
順
調

人
会
の
イ
ナ
リ
ズ
シ
も
閉
店
を
待
た

ず
に
す
べ
て
売
れ
ま
し
た
。
ど
ん
ば

ん
加
工
も
ト
ウ
キ
ビ
・
大
豆
・
米
と

注
文
が
入
り
、
梅
雨
空
を
吹
き
飛
ば

す
爆
発
音
が
会
場
に
と
ど
ろ
き
ま
し

た
。
店
頭
野
菜
も
快
調
に
売
れ
、
店

特
産
セ
ン
タ
ー

凹
周
年
記
念
セ
ー
ル

賑
わ
う

食
堂
も
大
繁
昌

内
の
二
割
引
商
品
、

し
ま
し
た
。

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
目
的
で

昭
和
五
十
九
年
七
月
に
開
所
し
た
特

産
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、
加
工
・
売

店
・
食
堂
・
直
売
・
外
商
の
五
部
門

の
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
売
上

高
は
五
十
九
年
度
が
千
九
百
五
十
万

円
、
六
十
年
度
が
三
千
五
百
六
十
万

円
、
六
十
一
年
度
が
四
千
六
百
四
十

万
円
、
六
十
二
年
度
が
七
千
二
百
万

円
と
順
調
に
業
績
が
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
四
年
間
に
開
発
し
た
商

品
は
よ
も
ぎ
う
ど
ん
、
五
色
か
り
ん

と
う
、
肱
川
ラ
ー
メ
ン
、
つ
ば
く
ろ

豆
、
う
り
粕
潰
な
ど
十
八
種
類
三
十

一
品
目
で
す
。

今
後
、
計
画
さ
れ
て
い
る
商
品
は

シ
イ
タ
ケ
・
黒
大
豆
を
原
料
と
し
た

加
工
食
品
、
せ
ん
べ
い
・
ジ
ャ
ム
、

セ
ッ
ト
商
品
な
ど
で
す
。

課
題
は
、
山
菜
な
ど
旬
の
も
の
を

利
用
し
た
惣
菜
づ
く
り
、
加
工
食
品

の
見
直
し
と
技
術
の
向
上
、
生
鮮
野

菜
の
集
荷
即
売
体
制
の
確
立
、
市
場

調
査
、
適
所
適
品
に
よ
る
物
流
対
策
、

販
路
拡
大
な
ど
で
、
「
ひ
じ
か
わ
お
こ

し
研
究
会
」
で
提
案
さ
れ
て
い
る
特

産
品
の
試
作
研
究
、
商
品
化
に
は
と

く
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
に
あ
た
っ
て
町
民

の
皆
様
に
は
沢
山
の
品
物
を
ご

提
供
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
客
様
に
は
奮

発
の
値
断
で
お
買
上
げ
い
た
だ

き
合
計
十
五
万
三
千
二
百
十
円

の
売
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
お
金
は
町
の
福
祉
基
金
に
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誌
上
を
も
っ
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

北
川
裕
ニ
シ
ョ
ー
売
上

金
を
福
祉
基
金
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た

伊
予
肱
川
簡
易
保
険
保
養
セ

ン
タ
ー
で
は
開
所
十
六
周
年
を

記
念
し
て
六
月
二
十
二
日
、
北

川
裕
―
―
歌
謡
、
ゾ
ョ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
約
二
百
三

十
人
が
入
場
、
期
待
さ
れ
る
新

人
歌
手
の
熱
演
に
盛
大
な
拍
手

を
お
く
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
保
養
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
当
日
の
売
上
金
三
万
五
千

四
百
円
を
町
の
福
祉
事
業
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誌
上
を
も
っ
て

ご
好
意
に
感
謝
し
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

「
ば
ん
そ
う
セ
ー
ル
」
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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中
津
の
老
人
有
志
が
、
身
近
に
あ

る
豊
富
な
資
源
と
経
験
を
生
か
し
て

炭
焼
き
に
と
り
く
み
地
域
お
こ
し
に

汗
を
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
当
町
の
収
益
性
の
高
い
特

産
品
と
し
て
主
要
な
地
位
に
あ
っ
た

木
炭
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
石
油
等
の

燃
料
革
命
に
よ
っ
て
衰
退
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
町
内
で
は
協
生
の
村

上
さ
ん
の
み
が
こ
の
仕
事
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
焼
物
調
理
、
茶
の

湯
、
ろ
過
剤
用
な
ど
と
し
て
広
く
炭

の
利
用
価
値
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

中
津
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
宮
田
静

さ
ん
は
、
近
く
に
沢
山
あ
る
雑
木
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
勿
体
な

い
と
、
農
林
三
号
式
の
炭
窯
を
築
い

て
生
産
に
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

炭焼きで地域おこし

中津老人グループ

そ
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
中
津
で
も
年
寄
り
に
で
き
る
仕

事
と
し
て
三
•
四
年
前
か
ら
始
め
て

い
ま
す
が
、
カ
シ
炭
で
十
認
当
り
千

四
百
円
程
度
で
売
れ
る
の
で
、
一
窯

（
約
四
五

0
k
g産
出
）
六
万
円
位
に

な
り
ま
す
。
購
入
原
木
で
日
当
四
千

円
、
所
有
林
で
八
千
円
位
に
な
り
ま

す
。
売
行
き
は
好
調
で
河
辺
、
大
洲
、

八
幡
浜
ら
か
ら
注
文
が
あ
り
生
産
が

間
に
合
わ
な
い
状
態
で
す
。
現
在
は

石
岡
さ
ん
の
窯
と
こ
こ
と
で
や
っ
て

い
ま
す
が
、
他
の
方
も
焼
い
て
み
た

い
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
は
学

校
跡
に
レ
ー
ル
式
の
耐
火
レ
ン
ガ
窯

を
設
備
し
、
若
い
人
に
も
参
加
し
て

も
ら
っ
て
中
津
に
現
金
所
得
の
風
を

お
こ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

焼けた炭を手に喜びの二宮さんこ家族と宮田さん 7月10日

大うちわを製作した岡喜重郎さん

風
お
こ
し
大
う
ち
わ
な
ど

七
月
三
日
か
ら
風
お
こ
し
運
動
期

間
に
入
り
、
公
民
館
に
は
大
う
ち
わ

や
大
凧
が
展
示
さ
れ
、
来
館
者
の
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
風
を
、
と

大
う
ち
わ
二
本
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
工
芸
部
長
の
岡
喜
重
郎

さ
ん
（
七
十
六
オ
）
。
う
ち
わ
の
大

き
さ
は
長
さ
二
五
O
c
m
、
丸
み
の
部

分
が
直
径
一

0
五

cm
、
普
通
の
四
・

六
倍
あ
り
ま
す
。
直
径
五

em
の
ハ
チ

大 凧

I 
ひじかわ風おこ
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ク
の
上
部
を
七
十
四
本
に
細
く
裂
い

て
、
そ
れ
を
交
互
に
編
み
合
わ
せ
て

和
紙
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

岡
さ
ん
に
と
っ
て
ウ
チ
ワ
作
り
は

初
め
て
の
試
み
。

「ま
ず
丸
亀
う
ち

わ
を
バ
ラ
し
て
研
究
し
、
モ
ウ
ソ
ウ

竹
や

ニ
ガ
竹
で
試
作
を
重
ね
た
が
、

ヒ
ゴ
部
分
を
編
む
の
が
一
番
む
ず
か

し
か
っ
た

」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
て
一
六

――
-cm
、
よ
こ

町職員の手づくりポスター

公
民
館
に
展
示

二
―
―
五

cm
の
大
凧
二
枚
を
製
作
し
た

の
は
、
安
川
公
民
館
長
補
佐
で
す
。

凧
に
は

「風
木
土
根
」
「
風
」
の
凧

文
字
が
色
鮮
か
に
描
か
れ
て
お
り
、

糸
を
つ
け
れ
ば
空
高
く
実
際
に
上
が

る
よ
う
念
入
り
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す。
風
お
こ
し
運
動
に
つ
い
て
、
関
心

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
町
長
以
下
全
職
員
も

風
お
こ
し
ポ
ス
タ
ー
を
一
人
一
枚
ず

つ
手
づ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く

り
の
風
を
テ
ー
マ
に
夫
々
が
図
案
に

工
夫
を
こ
ら
し
て
個
性
あ
る
作
品
を

仕
上
げ
、
六
月
二
十
三
日
町
内
各
所

に
貼
り
ま
し
た
。
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六
月
定
例
議
会
は
、
去
る
六
月
二
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
町
長
提
出
の
報

告
十
件
、
議
案
六
件
の
ほ
か
、
請
願
一
件
、
議
員
提
案
二
件
が
、
二
日
間
に

わ
た
っ
て
審
議
さ
れ
、
請
願
＿
件
が
継
続
審
議
と
な
っ
た
ほ
か
は
全
議
案
と

も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
ま
た
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
地
域
改
善
対
策
事
業
費
な

ど
を
含
む
一
般
会
計
の
補
正
予
算
一
億
＿
千
七
百
万
円
で
す
。

な
お
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員
か
ら
十
二
項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し

-」。t
 

◎
社
会
福
祉
協
議
会
の
法
人
化
に
つ

い
て

高
齢
化
の
社
会
と
言
わ
れ
て
久
し

く
、
そ
の
先
端
を
走
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
肱
川
で
も
核
家
族
化
が
進
行

す
る
中
で
、
老
夫
婦
だ
け
の
世
帯
、

独
り
暮
ら
し
の
老
人
、
寝
た
き
り
老

人
、
母
子
家
庭
、
青
少
年
非
行
防
止
等

と
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
程
、

社
協
を
と
り
ま
く
諸
問
題
は
増
加
し

て
い
る
。

そ
の
対
策
・
事
業
に
つ
い
て
は
主

に
十
三
名
の
民
生
委
員
、
そ
の
他
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
献
身
的
な

奉
仕
活
動
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い

般

質

問

翠←ノ＼ウゞ』ゞプゞ』ノゞ
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る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も

と
関
係
者
が
長
年
切
望
し
て
い
る
社

協
の
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
実

現
を
見
て
い
な
い
。
県
下
町
村
の
七

割
が
法
人
化
し
て
お
り
大
洲
市
、
喜

多
郡
に
お
い
て
も
肱
川
町
と
河
辺
村

だ
け
が
残
っ
て
い
る
と
聞
く
。
社
会

福
祉
に
対
し
て
は
町
も
大
き
な
責
任

と
指
導
的
立
場
に
あ
る
が
ど
ん
な
事

情
で
法
人
化
さ
れ
な
い
の
か
、
町
長

に
お
伺
い
し
た
い
。

〔
町
長
〕
ご
意
見
の
如
く
肱
川
町
の

惑
齢
化
も
進
行
い
た
し
て
お
り
ま
す

し
、
そ
の
他
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。

私
は
、
こ
う
い
う
過
疎
集
中
が
続

い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
集
中
し
な

け
れ
ば
生
き
に
く
い
と
い
う
状
況
が

あ
る
か
ら
そ
う
な
る
の
で
あ
り
ま
し

て
、
構
造
的
な
非
福
祉
の
問
題
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
私
た
ち
は
私
た
ち

の
町
で
楽
し
く
生
き
て
ゆ
く
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
人
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
う

い
う
ご
意
見
、
ご
要
望
が
以
前
か
ら

あ
る
こ
と
を
充
分
承
知
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

七
十
市
町
村
の
う
ち
五
十
八
市
町

村
が
法
人
化
し
て
お
り
ま
し
て
八
十

三
％
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
状
況

で
あ
り
ま
す
か
ら
肱
川
町
が
な
ぜ
法

人
化
を
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
ご
不
室
を
感
じ
ら
れ
る
の
も
最

も
で
あ
り
ま
す
。

私
の
考
え
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

他
町
村
の
状
況
を
み
ま
し
て
も
、
法

人
化
を
い
た
し
ま
し
て
も
、
職
員
の

身
分
が
確
立
で
き
な
い
た
め
に
、
退

職
職
員
を
専
門
員
に
充
て
た
り
し
て

．

い
る
例
も
多
い
訳
で
あ
り
ま
し
て
、

機
能
が
向
上
す
る
と
は
思
え
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。

又
町
の
福
祉
行
政
と
社
協
と
の
関

係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
う
い
う
状

況
で
す
と
、
課
長
も
仕
事
を
や
り
に

く
く
な
り
ま
す
し
、
一
体
化
と
い
う

こ
と
に
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
に
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
町
の
よ
う
な
小
規
模
町
村
で
は

現
在
の
形
で
や
る
こ
と
の
方
が
頁
献

で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
法

人
化
を
進
め
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

◎
グ
レ
ー
ダ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

グ
レ
ー
ダ
の
の
運
行
に
つ
い
て
は

現
在
業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
最
近
各
地
区
へ
の
運

行
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

き
く
。
又
要
請
を
し
て
も
適
切
な
対

応
が
な
さ
れ
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
町
は
把
握

さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
た
い
。

〔
町
長
〕
ご
指
摘
の
よ
う
な
状
況
が

ご
ざ
い
ま
し
て
非
常
に
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

業
者
に
委
託
い
た
し
ま
す
ま
で
は

年
間
四
十
か
ら
六
十
日
程
度
稼
動
い

た
し
て
お
り
ま
し
て
、
六
十
一
年
度

か
ら
業
者
へ
委
託
い
た
し
ま
し
て
そ

の
年
は
五
十
日
の
稼
動
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
六
十
二
年
度
に
は
約
三

十
日
稼
動
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
雨
が
多
か
っ
た
こ
と
と
昨

年
の
工
事
の
量
の
こ
と
も
あ
り
ま
し

て
、
十
月
ー
十
二
月
の
間
全
く
稼
動

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
地

域
で
ご
不
満
も
出
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

六
十
二
年
度
中
に
要
望
を
受
け
ま

し
て
実
施
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
上

森
山
と
下
敷
水
、
大
平
の
三
部
落
で

あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
町
の
指
導

掌
握
が
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
大

変
甲
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
充
分
注
意
を
い
た
し
ま
し
て

年
間
う
ま
く
配
備
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
観
光
資
源
開
発
に
つ
い
て

以
前
の
質
問
に
対
し
て
、
町
長
は

前
向
き
に
検
討
す
る
と
回
答
さ
れ
た

泉
源
開
発
に
つ
い
て
、
町
に
点
在
し

て
い
る
泉
源
の
開
発
は
可
能
で
あ
る

の
か
。又

鹿
野
川
地
区
へ
の
引
湯
利
用
が

で
き
る
か
ど
う
か
、
現
況
及
び
見
透

し
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

〔
町
長
〕
こ
意
見
の
と
お
り
温
泉
と

い
う
も
の
が
肱
川
の
観
光
促
進
に
非

常
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の

で
あ
り
ま
し
て
、
一
層
開
発
に
努
力

し
た
い
と
思
い
各
所
の
泉
源
の
調
蒼

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
地
上
か

ら
の
専
門
家
の
意
見
と
し
ま
し
て
は

適
切
な
箇
所
が
な
い
と
い
う
結
論
に

な
っ
て
お
リ
ま
し
て
、
す
で
に
ご
報

告
を
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

リ
ま
す
。
た
だ
岩
谷
の
松
尾
氏
宅
の

も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
格
済
み

の
泉
源
で
あ
リ
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
の
湿
泉
の

利
用
を
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
地
元

の
こ
熱
意
も
あ
り
、
そ
の
方
向
の
協

議
も
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
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ぜ
ひ
と
も
取
り
組
み
を
し
た
い
、

こ
の
た
め
に
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
あ
る

い
は
取
水
の
設
備
も
や
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
も

表
層
地
質
の
断
層
と
湿
泉
と
の
因
果

讐
麗
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
蒼
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
土
木
事
業
の
工
法
に
つ
い
て

昨
年
九
月
の
災
害
に
つ
い
て
考
え

る
と
き
、
災
害
を
よ
り
大
き
く
し
た

原
因
は
何
で
あ
っ
た
か
、
工
法
等
に

問
題
は
な
か
っ
た
か
、
復
旧
工
事
に

当
り
、
今
後
の
防
災
対
策
と
し
て
ど

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
、
改
善
さ
れ

た
か
、
お
伺
い
し
た
い
。

〔
町
長
〕
昨
年
の
雨
は
、
た
び
た
び

し
か
も
大
き
な
雨
で
あ
り
ま
し
て
、

九
月
の
雨
量
は
、
日
雨
量
―

一
九
ミ

リ
、
時
間
最
大
量
九
0
ミ
リ
と
い
う

異
常
な
雨
で
あ
り
ま
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
災
害
と
い
う
の

は
豪
雨
そ
の
他
異
常
な
自
然
現
象
と

し
て
生
ず
る
被
害
を
い
う
訳
で
あ

り
ま
し
て
、
雨
の
揚
合
時
間
で
二
〇

ミ
リ
、
一
日
で
八
〇
ミ
リ
を
超
え
た

も
の
を
い
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
<

ら
い
降
る
と
災
害
が
起
る
と
い
う
こ

と
で
基
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
九
0
ミ
リ
と
い
う
雨
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
好
む
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
当
町
の
よ
う
な
急
峻
な

地
形
で
開
発
を
進
め
て
お
り
ま
す
と

災
害
が
多
発
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

許
年
は
二
八
八
件
の
災
害
が
発
生

し
て
お
り
ま
し
て
採
択
が
一
九
四
件

で
あ
り
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
採
択

を
し
て
い
た
だ
い
て
復
旧
に
負
担
の

か
か
ら
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

工
法
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

復
旧
は
県
の
基
準
に
基
づ
い
て
設
計

を
い
た
し
ま
す
し
、
復
旧
は
原
型
復

旧
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
つ
い
で
に
あ
あ
す
る
、
こ
う
す

る
と
い
う
の
は
通
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

復
旧
工
事
に
よ
っ
て
防
災
対
策
を

行
う
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
訳
で

あ
り
ま
す
。

た
だ
施
設
を
や
る
と
き
に
は
い
ろ

い
ろ
の
配
慮
を
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

◎
小
学
校
々
舎
の
改
築
に
つ
い
て

昭
和
六
十
二
年
度
に
中
野
小
学
校

校
舎
が
落
成
し
た
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
他
の
小
学
校

区
の
住
民
は
、
今
後
の
小
学
校
々
舎

改
築
に
つ
い
て
大
変
心
配
を
し
て
い

る
現
状
に
対
し
て
町
長
は
ど
の
よ
う

な
お
考
え
で
あ
る
の
か
お
伺
い
し
た

、。
＇＞ 

又
教
育
長
は
こ
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
お
伺
い

し
た
い
。

〔
町
長
〕
ご
意
見
の
と
お
り
隔
年
ご

と
に
改
築
を
や
っ
て
ゆ
こ
う
と
方
向

を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
方
針
を
出
し
ま
し
た
時
点
か
ら
、

悶
題
意
識
と
い
う
も
の
は
私
も
教
育

委
貝
会
も
持
っ
て
お
り
ま
し
て
〔
従
っ

て
順
位
も
決
定
せ
ず
、
又
体
育
館
は

ど
の
よ
う
な
事
情
に
な
っ
て
も
社
会

体
育
に
利
用
で
き
る
か
ら
と
い
う
者

え
方
、
中
野
小
学
校
は
中
心
校
で
あ

る
か
ら
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
訳

で
あ
リ
ま
す
。

多
少
時
間
的
な
余
裕
は
も
っ
て
考

え
よ
う
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
た

の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
急
激
な
地
域
社

会
の
状
況
の
変
化
と
い
う
も
の
、
あ

る
い
は
児
童
数
の
減
少
な
ど
が
出
て

来
て
お
り
ま
す
し
、
現
在
、
十
五
年

後
の
肱
川
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
で
取
り
組
み
も
し
て
お
り
ま
す

の
で
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

統
合
に
し
ま
し
て
も
、
現
状
を
継

続
す
る
に
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
絶
対
的
な

も
の
が
あ
る
と
、
私
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
町
民
の

選
択
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
議
会
に
お
い
て
も
充
分

検
討
し
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
状
を
継
続
し
て
行
く
と
す
れ
ば

ど
の
よ
う
に
改
築
を
し
て
ゆ
け
ば
よ

い
か
、
従
来
の
感
覚
で
ゆ
き
ま
す
と

中
野
小
学
校
と
あ
ま
り
変
り
な
い
よ

う
な
も
の
を
各
地
へ
建
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
問

題
は
あ
り
は
し
な
い
か
。
そ
れ
な
り

の
考
え
方
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
へ
検
討
し
て
ほ

し
い
と
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

今
こ
こ
で
結
誦
的
な
こ
と
を
お
答

え
す
る
の
は
控
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
教
育
長
〕
教
育
委
員
会
が
一
貫
し

て
考
え
て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
、
子

供
は
風
の
子
と
い
い
ま
す
が
、
子
供

の
い
な
い
と
こ
ろ
に
風
は
起
ら
な
い

と
い
う
思
想
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
方
閃
が
、
子
供
が
通
学
す

る
姿
、
学
習
す
る
姿
を
同
い
な
が
ら
、

仕
事
に
は
げ
む
、
ま
た
登
下
校
の
際

に
道
ば
た
で
言
葉
を
交
わ
し
た
り
す

る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
高
齢
化
し

た
地
域
の
生
き
が
い
に
通
ず
る
、
地

域
の
福
祉
に
通
ず
る
こ
と
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

贖
下
の
正
山
小
程
度
以
下
の
規
模

の
学
校
を
調
べ
て
見
ま
す
と
、

一
五

二
校
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
一
番
小
さ

い
学
校
は
児
童
が

一
名
、
そ
こ
に
校

長
先
生
と
担
任
の
先
生
と
二
名
配
薗

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
供
を
、
又
地
域

の
人
閃
を
大
切
に
す
る
た
め
に
一
貴

し
て
学
校
改
築
を
お
願
い
し
て
参
っ

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

◎
工
事
の
入
札
に
つ
い
て

町
の
工
事
が
ほ
と
ん
ど
町
内
の
業

者
に
指
名
さ
れ
て
い
る
の
は
よ
い
が
、

落
札
す
れ
ば
下
請
に
出
し
て
い
る
例

も
多
く
、
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

入
札
及
び
契
約
の
方
法
を
改
め
て

は
ど
う
か
。

〔
町
長
〕
町
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
ま
し
て
は
、
町
の
事
業
は
町
内
の

業
者
の
手
に
よ
っ
て
実
施
し
て
町
内

へ
金
が
落
ち
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
し
、
厳
正
、
ハ
伶
千
に
や
っ

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

そ
い
う
こ
と
で
町
内
業
者
を
指
名

し
て
入
札
を
行
っ
て
お
り
ま
し
て
現

在
の
や
り
方
を
変
更
す
る
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
一
括
下
請
け
と
い
う
こ
と

は
禁
止
を
し
て
お
り
ま
す
し
、
下
請

け
の
場
合
は
願
い
を
提
出
さ
せ
ま
し

て
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
承
認
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
で
き

る
だ
け
町
内
の
業
者
を
使
っ
て
貰
う

よ
う
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

業
界
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
が
あ

り
町
内
の
業
者
に
し
ま
し
て
も
、

価

格
の
点
で
合
意
が
で
き
な
か
っ
た
り

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
町
内

業
者
の
奮
起
も
願
い
た
い
と
思
い
ま

す。
な
お
、
年
末
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
異
状
な
状
態
で
あ
り
ま
し
て
、

期
限
が
限
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

町

外
よ
り
下
請
け
に
入
っ
て
来
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
点

も
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。◎
湧
水
洞
の
開
発
に
つ
い
て

観
光
資
源
開
発
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
湧
水
洞
の
開
発
は
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。
そ
の
見
込

み
と
今
後
の
計
画
を
お
伺
い
し
た
い
。
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〔町
長
〕
取
り
組
み
ま
す
と
き
か
ら
、

そ
の
年
の
予
算
な
り
、
財
政
上
無
理

の
な
い
範
囲
で
と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
見
透
し
の

た
つ
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
し
、
山
ず
そ
へ
入
り
か
か
っ
た

◎
中
野
小
学
校
前
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て

鹿
野
川
側
か
ら
中
野
小
学
校
へ
至

る
通
学
道
に
は
旧
校
門
ま
で
歩
道
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
校
門

が
下
流
へ
移
動
し
た
た
め
、
児
童
は

歩
道
の
な
い
箇
所
を
通
っ
て
い
る
。

校
門
に
立
っ
て
み
る
と
左
右
に
壁

が
あ
り
、
又
ち
ょ
う
ど
外
カ
ー
ブ
で

あ
る
た
め
車
が
見
え
に
く
く
、
加
え

て
幅
員
が
狭
い
た
め
、
大
型
車
な
ど

の
通
行
時
、
大
変
危
険
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
町
長
に

お
伺
い
し
た
い
。

〔
町
長
〕
私
も
昨
日
現
地
を
見
ま
し

た
が
、
道
路
の
幅
が
狭
く、

交
通
量

も
次
第
に
増
加
す
る
状
況
で
、
子
供

た
ち
の
通
行
に
は
心
配
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

通
学
路
は
現
在
、
下
流
側
よ
り
エ

事
を
進
め
て
来
て
お
り
ま
し
て
、
順

次
連
結
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で

し
ば
ら
く
ご
猶
予
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

学
校
に
お
き
ま
し
て
も
交
通
安
全

教
育
の
方
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
従
来
の
校
門
を
利
用
す
る
と
よ
い 開発される大谷白石の湧水洞 63年7月10日

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
は
地

表
と
の
距
離
が
出
て
来
な
い
と
ダ
メ

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
ボ
ー
リ
ン
グ
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
入
湯
税
に
つ
い
て

肱
川
町
の
入
湯
税
率
は
一
人
一
日

に
つ
き
一
五

0
円
と
さ
れ
て
い
る
が
、

県
内
外
の
例
を
見
る
と
入
湯
税
を
徴

収
し
て
い
な
い
こ
ろ
も
あ
る
し
、
宿

泊
の
料
金
に
よ
り
、
差
を
設
け
て
い

る
例
も
あ
る
。

当
町
の
一
五

0
円
は
ど
の
よ
う
な

根
拠
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
の
か

お
伺
い
し
た
い
。

又
入
湯
税
は
、
鉱
泉
浴
場
所
在
の

市
町
村
が
環
境
衛
生
施
設
、
鉱
泉
源

の
保
護
管
理
施
設
、
観
光
施
設
、
及

び
消
防
施
設
、
そ
の
他
消
防
活
動
に

必
要
な
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
に
課
さ
れ
て
い
る
目

的
税
で
あ
る
が
、
肱
川
町
に
お
い
て

は
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の

か
お
伺
い
し
た
い
。

〔
町
長
〕
入
湯
税
は
招
和
五
十
六
年

よ
り
徴
収
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
県
の
行
政
指
導
で
も
あ
り
ま

し
て
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
本
来
地
方
税
法
に
よ
り
徴

収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
条
例

に
も
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
を
そ
れ

ま
で
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

入
湯
税
は
六
十
二
年
度
で
約
二
五

0
万
で
あ
り
ま
す
が
、
観
光
施
設
の

整
備
・
開
発
な
ど
に
積
極
的
に
使
っ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
観
人
の

の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
お
り
ま

す。

施
設
に
直
接
還
冗
す
る
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

一五

0
円
と
い
う
額
は
標
準
税
率

で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
適
用
し
て

お
り
ま
す
。

◎
風
お
こ
し
運
動
に
つ
い
て

町
長
は
三
月
議
会
に
お
い
て
時
代

に
対
応
で
き
る
機
構
と
す
る
た
め
、

風
お
こ
し
対
策
室
の
新
設
を
提
案
さ

れ
、
町
理
事
者
、
町
職
員
、
議
員
が

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

の
ご
発
言
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
効

果
的
に
推
進
さ
れ
る
に
は
、
第
一
役

場
内
各
課
、
各
職
員
の
風
お
こ
し
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
。
人
事
管
理
、

財
政
面
、
福
祉
関
係
、
農
林
業
の
振

興
、
商
工
、
観
光
、
教
育
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
課
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
て
お
る
か
お
伺
い
し
た

、。し〔
町
長
〕
町
で
は
い
ろ
い
ろ
な
情
勢

を
踏
ま
え
て
風
お
こ
し
運
動
を
進
め

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
意
見
に
よ
り
ま
す
と
第
一
に
職

員
の
風
お
こ
し
が
大
事
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
そ

れ
も
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
運
動
と
い
う
も

の
は
行
政
主
体
で
は
、
本
当
の
効
果

が
出
て
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
が
住
民
運
動
と
な
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
職
員
が
第

ー
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
又
、
一
方
行
政
も
経
済
団

体
も
住
民
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の

で
あ
る
以
上
、
住
民
運
動
に
遅
れ
を

と
る
よ
う
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら

町
職
員
も
議
会
も
経
済
団
体
も
先
頭

に
立
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
を
申

し
上
げ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

役
場
内
の
風
お
こ
し
に
つ
き
ま
し

て
は
、
六
十
三
年
度
の
町
の
基
本
方

針
を
定
め
る
に
当
り
ま
し
て
各
課
で

検
討
を
し
、
案
を
出
し
、
こ
れ
を
集

大
成
い
た
し
ま
し
て
、
町
の
方
向
づ

け
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

各
課
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

す
こ
と
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
心
の
風
を
加
え
、
住
民
効

果
に
結
び
つ
け
る
努
力
を
し
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。

職
員
は
風
お
こ
し
の
認
識
を
深
め

て
く
れ
て
い
る
も
の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。又

、
七
月
三
日
か
ら
八
月
八
日
ま

で
を
特
別
推
進
期
間
と
定
め
て
意
欲

的
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
と
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
運
動

が
住
民
運
動
と
な
り
ま
す
よ
う
に
こ

協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
道
路
の
排
水
路
の
改
善
に
つ
い
て

最
近
、
道
路
の
排
水
路
が
大
雨
に

対
応
で
き
る
だ
け
の
能
力
が
な
い
た

め
、
毎
年
道
路
排
水
に
よ
る
災
害
が

発
生
し
て
い
る
が
、
町
内
全
域
を
詳

し
く
調
査
を
し
、
こ
れ
ら
に
必
要
な

工
事
は
町
条
例
を
改
正
し
て
、
町
の
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責
任
に
お
い
て
実
施
す
る
よ
う
早
急

に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。

〔町
長
〕
ご
意
見
の
と
お
り
、
い
ろ

い
ろ
の
災
害
が
出
て
お
り
ま
す
。

排
水
路
が
雨
に
対
応
で
き
る
能
力

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
道
路
を
つ
け
排
水
路
を
設
計

い
た
し
ま
す
と
き
に
は
、
規
格
ど
お

り
の
も
の
を
作
っ
て
い
る
訳
で
あ
リ

ま
す
が
、
あ
と
か
ら
又
別
の
事
業

が
出
て
参
り
ま
し
て
、
そ
れ
ら
が
重

な
っ
て
く
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
訳

で
あ
リ
ま
し
て
、
そ
の
対
応
は
手

が
け
は
じ
め
て
い
る
こ
ろ
で
あ
り
ま

す。
「
町
の
貴
任
に
お
い
て
」
と
い
わ

れ
ま
す
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
因
果

関
係
の
あ
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は

町
が
や
っ
て
ゆ
く
考
え
で
お
り
ま
す

の
で
、
条
例
を
改
正
し
て
ゆ
る
と
い

う
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

◎
ダ
ム
の
放
流
に
対
す
る
影
響
調
査

に
つ
い
て

河
辺
川
ダ
ム
が
設
置
さ
れ
た
場
合
、

大
雨
に
よ
り
鹿
野
川
ダ
ム
と
河
辺
川

ダ
ム
が
同
時
に
最
大
量
の
放
流
を
し

た
場
合
の
鹿
野
川
周
辺
の
影
響
（
水

位
）
を
調
査
さ
れ
て
い
る
か
お
伺
い

し
た
い
。

〔町
長
〕
現
時
点
に
お
い
て
調
査
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
調
査
し
て
お

り
ま
す
が
、
気
象
条
件
に
在
石
さ
れ

る
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
調
蒼
継

続
中
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
洪
水
に
よ
る
鹿
野
川
周

辺
を
含
め
た
下
流
へ
の
影
響
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
七
月
の
洪
水
を
例
に

い
た
し
ま
し
て
若
干
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。ご

承
知
の
よ
う
に
、

t
月
十
六
日

か
ら
―
-
＋
日
に
か
け
て
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
洪
水
は
、
近
年
で
は
五
十
じ

年
の
洪
水
に
並
ぶ
大
き
な
も
の
で
し

て
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
公
共

災
害
な
ど
合
わ
せ
て
一
六
九
件
に
及

ぶ
多
発
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
の
洪
水
は
降
り
は
じ
め
よ

り
の
総
雨
量
は
二
九
七
ミ
リ
、
最
大

巳
雨
一
四
八
ミ
リ
と
い
う
も
の
で
、

鹿
野
川
下
流
の
町
内
の
沿
線
で
も
田

畑
や
農
業
施
設
に
近
年
に
な
い
多
く

の
被
害
が
出
た
の
で
あ
り
ま
す
。

鹿
野
川
ダ
△
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
の
と
き
七
月
十
六
日
は
午
後
じ
時

か
ら
予
備
放
流
を
行
い
、
七
月
十
八

巳
午
前
六
時
十
三
分
に
毎
秒
t
0四

立
方
メ
ー
ト
ル
、
更
に
午
前
九
時
に

は
毎
秒
一

、

一
―
一
立
方
メ
ー
ト
ル

の
放
流
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
れ
と

岡
時
刻
に
河
辺
川
の
流
量
毎
秒
一
三

三
立
方
メ
—
ト
ル
が
加
わ
り
、
鹿
野

川
大
橋
の
地
点
で
毎
秒
一
、
二
四
四

立
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
増
水
を
み
た

の
で
あ
り
ま
す
。

鹿
野
川
下
流
の
無
害
洪
水
量
は
河

辺
川
を
含
め
て
鹿
野
川
大
橋
地
点
で

毎
秒
約
亡
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
と
推

定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
昨
年

の
洪
水
は
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。ち

な
み
に
こ
の
時
の
河
辺
川
の
ピ
ー

ワ
流
量
は
七
月
十
八
巳
午
前
六
時
に

毎
秒
約
三
六

0
立
方
メ
ー
ト
ル
と
推

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
河
辺
川

に
お
き
ま
し
て
も
毎
秒
二
五

0
立
方

メ
ー
ト
ル
の
疏
通
能
力
を
は
る
か
に

超
え
て
お
り
ま
す
の
で
田
畑
ゆ
家
屋

に
浸
水
被
害
が
出
た
訳
で
あ
リ
ま

す。
そ
こ
で
、
こ
の
と
き
河
辺
川
に
ダ

△
あ
り
と
し
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に

な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

河
辺
川
の
ピ
ー
ク
流
量
は
亡
月
十
八

日
午
前
六
時

に
毎
秒
三
六

0
立
方
メ
ー

ト
ル
で
あ
っ

た
訳
で
あ

り
ま
す
が
、

こ
の
時
点
で

鹿
野
川
ダ
△

の
放
流
は
、

毎
秒
じ
0
四

立
方
メ
ー
ト

ル
、
合
わ
せ

ま
す
と
一
、

0
六
四
立
方

メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る

訳
で
す
。

こ
れ
が
も

し
河
辺
川
ダ

△
あ
り
と
し

た
揚
合
は
、

こ
の
時
点
で

河
辺
川
ダ
ム

浸水する川上生コン工場 63年6月25日6時15分頃

に
お
い
て
毎
秒
二
六
0
立
方
メ
ー
ト

ル
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
計
算
に
な
り
ま

す
の
で
、
河
辺
川
の
流
量
に
は
毎
秒

1
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
参

り
ま
し
て
、
鹿
野
川
大
橋
地
点
で
毎

秒
八
0
四
立
方
メ
—
ト
ル
と
な
る
筈

で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
ダ
ム
あ
り
と
し
た
揚
合
は

鹿
野
川
大
橋
地
点
で
毎
秒
一
、

0
六

四
立
方
メ
ー
ト
ル
が
、
毎
秒
八

0
四

立
方
メ
ー
ト
ル
に
低
減
さ
れ
る
と
い

う
計
算
に
な
る
訳
け
で
あ
り
ま
す
。

河
辺
川
ダ
△
は
、
鹿
野
川
ダ
ム
と

異
り
自
然
調
節
方
式
と
説
明
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
洪
水
は
初
期
の
段

階
か
ら
調
節
す
る
、
そ
の
上
調
節
容

量
が
一
、
九
七
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル

と
、
鹿
野
川
ダ
△
の
一
、
六
五

0
万

立
方
メ
ー
ト
ル
に
比
べ
て
大
き
い
も

の
で
す
か
ら
昨
年
の
洪
水
程
度
で
は
、

全
調
節
容
量
の
四
分
の
一
程
度
を
使

用
し
た
に
過
ぎ
ず
、
ま
だ
四
分
の
三

弱
の
容
量
を
余
し
て
い
る
と
い
う
計

算
に
な
り
ま
す
。

洪
水
の
場
合
に
鹿
野
川
ダ
ム
と
河

辺
川
ダ
ム
が
最
大
放
流
を
行
っ
た
ら

ど
う
な
る
か
と
い
う
心
配
で
あ
り
ま

す
が
、
鹿
野
川
ダ
ム
は
ゲ
ー
ト
調
節

方
式
、
河
辺
川
ダ
ム
は
自
然
調
節
方

式
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

計
算
上
は
、
二
つ
の
ダ
ム
が
岡
時
に

最
大
放
流
を
行
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
許
年
の
七
月
洪
水
に
当
て

は
め
て
計
算
し
ま
す
と
、
鹿
野
川
ダ

ム
の
最
大
放
流
の
時
刻
は
亡
月
十
八

日
午
前
九
時
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
そ

の
時
に
河
辺
川
ダ
ム
あ
り
と
し
た
場

合
、
最
大
放
流
の
時
刻
は
同
日
の
午

前
十
一
時
と
な
り
ま
す
。

河
辺
川
ダ
ム
で
調
節
で
き
る
限
界

の
最
大
放
流
量
は
毎
秒
六
二

0
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
毎
秒
四
四

0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
調

節
を
行
う
、
そ
し
て
こ
の
と
き
に
雨

量
は
二
日
間
で
四

0
0ミ
リ
と
推
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
洪

水
は
勿
綸
過
去
に
は
例
が
な
い
訳
で

あ
リ
ま
す
が
、
こ
の
範
囲
内
の
洪

水
で
あ
れ
ば
調
節
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
河
辺
川
ダ
ム
を
洪
水
調



舗り
◎
肱
川
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
及
び

啜
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更
つ
い
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節
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
鹿
野

川
大
橋
地
点
で
は
、
現
状
よ
り
大
幅

に
洪
水
の
低
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
同
辺
川

ダ
△
が
予
備
調
査
完
了
の
段
階
で
、

実
施
計
画
調
資
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
即
ち
ダ
△
の
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
精
度
の
高

い
調
盃
は
で
き
得
な
い
と
い
う
状
況

で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
調

査
は
、
現
時
点
で
発
表
さ
れ
て
い
る

概
略
の
計
画
に
基
づ
き
調
査
を
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
計
算
は
で

き
ま
し
て
も
、
推
定
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
こ
と
を
念
の
た
め
甲
し
添
え
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
専
決
処
分
（
昭
和
六
十
二
年
度
肱

川
町
＿
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）
）
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

昭
和
六
十
二
年
度
肱
川
町
一
般
会

計
に
つ
い
六
千
九
百
八
十
七
万
二
千

円
補
正
の
専
決
処
分
が
承
詑
さ
れ
た
。

◎
肱
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

地
方
税
法
及
び
同
施
行
令
等
の
改

正
に
伴
い
町
税
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
。

曙

◎
昭
和
六
十
三
年
度
肱
川
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

地
域
改
善
対
策
事
業
七
千
四
百
八

十
五
万
二
千
円
そ
の
他
加
え
て
一
億

一
千
七
百
万
円
の
補
正
が
行
わ
れ
た
。

◎
昭
和
六
十
二
年
度
肱
川
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て
報
告

六
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
繰
越

し
が
決
定
さ
れ
て
い
た
事
業
七
億
二

千
六
百
七
十
二
万
円
に
つ
い
て
繰
越

し
計
算
書
が
報
告
さ
れ
た
。

◎
税
制
改
革
に
お
け
る
地
方
税
財
源

の
確
保
並
び
に
国
庫
補
助
負
担
率

の
復
元
に
関
す
る
緊
急
要
望
決
議

に
つ
い
て

採
択
の
上
、
国
の
各
機
関
へ
要
望

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◎
正
山
小
学
校
の
建
築
に
関
す
る
請

願常
任
委
員
会
に
お
け
る
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
な
っ
た
。

て辺
地
総
合
整
備
計
画
及
び
過
疎
地

域
振
興
計
画
の
一
部
が
手
直
し
さ
れ

こ。t
 

国
保
税
は
お
互
い
の
健
康
を
守
る

大
切
な
財
源
で
す

職
場
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
、

生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
人
以
外
は
、

す
べ
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
に
加
入
す
る
と
、
世
帯
主
は

保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
達
は
い
つ
、
何
処
で
、
ど
ん

な
病
気
や
怪
我
を
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
不
幸
に

し
て
療
養
を
し
な
け
れ
ば

—
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、
安

心
し
て
養
生
す
る
こ
と
が

—

で
き
る
よ
う
に
加
入
者
が

お
金
を
出
し
合
う
制
度
が

国
保
で
す
。

団
―

納
め
て
い
た
だ
い
た
保

険
税
は
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
と

合
わ
せ
て
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費
を

は
じ
め
、
子
供
が
生
ま
れ
た
時
、
又
、

死
亡
さ
れ
た
時
な
ど
の
給
付
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。

国
保
税
は
、
お
互
い
の
健
康
を
守

る
大
切
な
財
源
な
の
で
す
。

肱
川
町
で
は
、
六
十
一
年
度
に
つ

づ
い
て
、
六
十
二
年
度
も
国
保
税
収

納
率
が
一

0
0
％
と
な
り
ま
し
た
。

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
昭
和
六
十
二

年
度
国
保
税
収
納
率
一

0
0
％
確
保

と
し
て
、
国
か
ら
六
百
万
円
の
特
別

昭
和
62
年
度
国
保
税
収
納
率

0
0
％
を
達
成
の
補
助
金
を
う
け
ま
し
た
。

医
療
技
術
の
高
度
化
に
伴
い
、

年
々
増
大
す
る
医
療
費
の
貴
重
な

財
源
と
な
り
、
ま
た
、
国
保
税
に
も

反
映
さ
れ
ま
す
。
六
十
―
―
―
年
度
も
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
保
被
保
険
者
の
異
動
届
出
は

十
四
日
以
内
に

◎
加
入
す
る
時

①
転
入

②
職
場
の
保
険
を
や
め
た
時

③
子
供
が
生
ま
れ
た
時

④
生
活
保
護
を
う
け
な
く
な
っ

た
時

◎
や
め
る
時

①
転
出

②
職
場
の
保
険
に
入
っ
た
時

③
死
亡
し
た
時

④
生
活
保
護
を
う
け
は
じ
め
た

時
以
上
の
場
合
は
、
必
ず
十
四
日

以
内
の
届
出
を
守
っ
て
下
さ
い
。

加
入
の
届
出
が
お
く
れ
る
と
、

保
険
税
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
や
め
る
届
出
が
お
く
れ

る
と
、
保
険
税
を
両
方
の
保
険
に

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
又
、

社
会
保
険
に
な
っ
て
い
る
の
に
、

国
保
の
保
険
証
を
使
っ
た
場
合
、

国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
あ
と

で
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま

す。

0J3鵡切匹尺
S 笹

し ） 月I」ぎて新お のせな”
61 み今す子をりいし兄そ方んカア
年木 で後る供呼言たいちんが°ワイ

すのほのんえ様妹ゃなピむイド
月

4 聖^:゜こど成だなでにん将ツしイル
の 早長 りい す‘ に史 夕ろ も“

日 2吾 1ヽ、 子いつし口が最なもリ IIんな
お父さん 竺塾<- のんてま調‘初り‘°ガでん

聖児さん上

お母さん
鹿ん 塁::［；:it [ ； ：閏て
野 が よ ツ の ‘ ま た 春 将 り そ

真理子さん担 楽ねク名はど°に“まん

ぼ
く
の
名
前
は
「
し
ょ
う
ご
」

で
す
。
お
と
う
さ
ん
の
「
聖
」

と
い
う
字
を
も
ら
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
け
ん
ご
に
い
ち
ゃ
ん

と
仲
よ
し
で
す
。

お
に
い
ち
ゃ
ん
は
、
お
も
し

ろ
い
こ
と
ば
か
り
す
る
の
で
、

ぼ
く
は
い
つ
も
ま
ね
を
し
ま
す
。

今
、
ぼ
く
が
一
番
好
き
な
こ
と

は
、
川
や
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と

で
す
。

お父さん

和弘さん
お母さん

里恵さん

道
田

ま
さ
し

将
史
く
ん

(
2歳）

s61年
6
月
30
日
生

（
小
薮
）
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少
年
の
非
行
は
依
然
と
し
て
増
え

て
い
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
万
引
、

自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
み
が
多

く、

中
学
生
に
よ
る
非
行
は
減
っ
て

い
る
も
の
の
、
高
校
生
の
非
行
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
シ
ン

ナ
ー

な
ど
薬
物
乱
用
で
補
導
さ
れ
た
少
年

や
不
純
な
性
的
行
為
に
よ
っ
て
補
導

さ
れ
る
少
女
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ー
七
月
は
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
月
間
1

防
ご
う
非
行
助
け

よ
う
立
ち
直
り ふ

る
さ
と

第
三
回

「手
づ
く
り
郷
土
賞
」
に

丸
山
公
園
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
建
設
省
が
、
全
国

各
地
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
に
根
ざ

丸 山 公 園

貴

町

の

丸

山

公

園

は

手
づ
く
り
郷
土
賞

「
小
さ
な
ふ
れ
あ
い

広
湯
L
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
認
定

し
ま
す

昭
和
六
十
三
年
七
月
十
日

特
に
夏
休
み
の
時
期
は
、
解
放
感
も

手
伝

っ
て
少
年
が
非
行
に
走
り
や
す

い
と
き
で
す
。
少
年
の
い
る
家
庭
で

は
、
ふ
だ
ん
以
上
に
子
供
の
生
活
態

度
が
よ
く
分
か
る
と
き
で
す
。
勉
強

や
遊
び
な
ど
の
日
程
表
を
自
分
で
作

ら
せ
指
導
す
る
と
と
も
に
、
外
出
す

る
と
き
は
必
ず
行
先
を
確
め
、
夜
遊

び
に
は
十
分
気
を
つ
け
る
こ
と
、
家

庭
は
い
つ
も
明
る
＜
、
子
供
の
小
さ

な
悩
み
ご
と
も
気
軽
に
し
か
も
真
剣

に
聞
い
て
や
る
環
境
に
し
て
お
く
こ

と
な
ど
、
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
、

職
場
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
少
年

．
の
非
行
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
努
め
た

い
の
で
す
。

六
月
二
十
日
午
後
、
正
山
小
学
校

に
お
い
て
、
児
童
と
お
と
し
よ
り
の

ふ
れ
あ
い
の
集
い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
こ
ど
も
と
お
と
し

よ
り
が

一
緒
に
な

っ
て
話
し
合
う
こ

と
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
心
の
豊
か

し
た
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援

i

さ
を
養
い
、
子
供
の
敬

す
る
た
め
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら

i

でヽ

老
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
実
施
し
て
い

-

W

6

温
い
地
域
社
会
づ
く
り

る
も
の
で
、
今
年
度
は
、
①

や

す

ら

一

を

ね

ら

い

と

す

る

も

の

で
す
。

l

ん

C

}

 

今
回
、

一
・
ニ
年
生

と

の
児
童
は
ク
ロ
ッ
ケ
ー

竹
流

ゲ
ー
ム
の
方
法
を
習
い

・
交

ま
し
た
が
、
一
生
懸
命

ー
と

の
。フ
レ

ー
に
、
お
と
し

ケ
リ

ッ

寄

よ
り
か
ら

「そ
う
そ
う
、

□年
う
ま
い
う
ま
い
」
と
声

i

ク

お

が
か
か
り
ま
し
た
。
又
、

三
年
生
以
上
の
子
ど
も

は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
む
ず
か

し
い
竹
と
ん
ぼ
作
り
に
挑
戦
、
細
か

い
個
所
に
つ
い
て
は
お
と
し
よ
り
か

ら
指
導
を
受
け
て
、
全
員
立
派
な
作

品
が
出
来
上
り
早
速
そ
れ
を
飛
ば
し

て
手
づ
く
り
竹
と
ん
ぼ
の
感
触
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

肱
川
町
長
殿

認
定
証

贈られた認定証と盾

ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る
歩
道
●

②
ふ

る
さ
と
に
恵
み
を
与
え
る
川
、
③
小
さ

な
ふ
れ
あ
い
広
場
の
三
つ
を
テ

ー

マ

に
各

々
三
十
か
所
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
内
で
は
―
―
―
か
所
が
選
ば
れ
、

「丸
山
公
圏
」
は、

「小
さ
な
ふ
れ

あ
い
広
場
」

の
部
門
で
受
賞
し
ま
し

こ
。

↑
 こ

れ
ま
で
に
県
内
で
は
、
野
村
ダ

~

◎
水
の
事
故
を
なく
す
た
め
に

~
＊
保
護
者
の
方
に
お
願
い

.
-
、
幼
児
や
子
供
だ
け
で

「川
や
海
に
行
か

~

な
い
」
よ
う
、
平
素
か
ら
よ
く
言
い
聞
か

~
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

二
、
短
時
間
の
用
事
で
外
出
す
る
と
き
で
も
、

，
~

幼
児
は
必
ず
連
れ
て
行
く
よ
う
にし
ま
し
ょ

゜
ろっ

半
日
問
で
し
た
が
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー

[

竹
と
ん
ぼ
共
に
予
定
ど
お
り
行
い
、

i

-

―-、
海
水
浴
や
川
で
水
遊
び
す
る
と
き
は
、

~
子
供
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に

最
後
に
子
ど
も
か
ら
お
と
し
よ
り
に

~・

し
ま
し
ょ
う
。

対
し
お
礼
の
言
葉
、
又
お
と
し
よ
り
~

~
＊
地
域
の
方
に
お
願
い

か
ら
子
供
に
対
し
て
、
お
菓
子
を
送
・

・
一
、
水
ぎ
わ
な
ど
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で

り
、
お
互
い
に
満
足
に
満
ち
た
顔
で
~

~
い
る
子
供
を
見
か
け
た
と
き
は
自
分
の
子
、

し
た
。

[
人
の
子
の
区
別
な
く
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ

高
齢
化
の
進
む
今
日

、
子
ど
も
と
~
~
よ
う
に
、
注
意
し
て
や
り
まし
ょ
う
。

"
二
、
地
域
ぐ
る
み
で
危
険
な
箇
所
を
点
検
し
、

お
と
し
よ
り
の
ふ
れ
あ
い
事
業
は
、
~

~
安
全
措
置
を
講
ず
る
よ
う
、
努
め
ま
し
ょ

大
切
な
も
の
で
あ
り

、

今
後
も
ま
す

~

゜

ま
す
進
め
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
~

ろっ

ァ
◎
夏
の
防
犯
運
動
実
施
中

ま
す
。

夏
は
、
身
も
心
も
解
放
的
に
な
り
、
痴
漠

~
等
の
性
的
犯
罪
が
多
く
な
り
ま
す
。
夜
道
の

•
一
人
歩
き
は
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
心
の
鍵

ち
了
を
し
っ
か
り
締
め
て
、
ス
キ
を
見
せ
な
い
よ

た
・

も
[
う
に
し
ま
し
よ
う
o

・
◎
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴
う
「
テ
ロ
、

ど

[

子
~
る
~
ゲ
リ
ラ
」
事
件
防
止
に
ご
協
力
を
'
·

"
今
秋
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ソ
ウ
ル
オ

ゎ
．

教

[
．
リ
ン
ピ

ッ
ク
（
九
月
十
七
日
ー
十
月
二
日
）

を
・

~
に
開
連
し
て、

我
が
国
に
お
い
て
も

「テ
ロ
、

ま『んと
~
ゲ
リ
ラ

」
な
ど
各
種
妨
害
事
案
が
懸
念
さ
れ

~
ま
す
。
警
察
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
不
法
事
案

竹

"~
の
未
然
防止
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

~
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

i

い
致
し
ま
す
。

ム
公
園
、
大
洲
市
の
鵜
飼
い
な
ど
―
――

か
所
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

建
設
省
と
し
て
は
、
地
域
の
魅
力

を
創
造
し
、
又
地
域
の

シ
ン

ボ
ル
と

な
っ
て
い
る
各
種
の
社
会
資
本
を
選

定
し
、
広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ

て、

個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
支
援
す
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。
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出荷されるキューリの山（選果場）

き
ゅ
う
り
出
荷
最
盛
期

本
年
の
町
内
き
ゅ
う
り
の
作
付
は
、

昨
年
の
低
価
格
の
影
響
に
よ
り
、
弱

干
伸
び
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
荷
量
は
、
低
温
の
影
響
等
に
よ

り
、
出
荷
の
遅
れ
、
く
ず
果
の
発
生

等
の
た
め
七
月
ま
で
の
出
荷
量
は
、

前
年
対
比

73
％
の

7
7
t
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

又
、
単
価
に
つ
い
て
は
、
六
月
末

現
在
で
は
前
年
並
み
の
単
価
で
販
売

さ
れ
て
り
、
市
場
の
評
価
も
か
な
り

良
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
又
、
前
年

は
七
月
に
暴
落
を
招
き
ま
し
た
が
、

本
年
は
暴
落
は
な
い
見
通
し
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
（
七
月
一

0
日
現
在
）

こ
れ
か
ら
、
夏
き
ゅ
う
り
、
秋
き
ゅ

う
り
と
中
心
が
移
っ
て
い
き
ま
す
が
、

肥
培
管
理
の
徹
底
で
良
品
生
産
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

水
稲
緩
効
性
肥
料
展
示
圃
の
設
置
に
つ
い
て

多
'
/
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/
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/
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近
年
、
わ
が
国

は
急
速
な
高
齢
化

が
進
行
し
て
お
り
、

男
性
七
十
五
歳
、

女
性
八
十
歳
と
共

に
平
均
寿
命
が
世

界
一
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う

な
な
か
で
、
第
二

の
ラ
イ
フ
ス
ー
ジ

と
い
わ
れ
る
老
後

生
活
を
も
見
渡
し

た
生
活
保
障
設
計

．
 

が
で
き
る
共
済
と

し
て
登
場
し
た
の
が
、
「
よ
ろ
こ
び

ラ
イ
フ
」
で
す
。

本
年
町
内
―
―
―
ケ
所
に
水
稲
の
緩
効

性
肥
料
の
展
示
圃
を
設
置
し
て
い
ま

す。
今
回
の
試
験
は
、
初
期
生
育
過
剰

に
よ
る
過
剰
分
け
つ
を
防
ぎ
、
初
期

生
育
を
抑
え
、
除
々
に
肥
効
を
与
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
質
米
の
安
定

生
産
と
省
力
化
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

初
期
生
育
は
従
来
と
比
べ
る
と
悪

く
見
え
ま
す
が
、
除
々
に
肥
効
が
表

わ
れ
穂
肥
時
期
に
は
、
従
来
よ
り
葉

色
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
試
験
結
果
で
は
、
収
量
は
同
程

度
か
ら
そ
れ
以
上
、
品
質
は
良
い
と

い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、

元
肥
と
穂
肥
の
二
回
施
肥
で
良
い
た

め
、
中
間
施
肥
を
省
き
、
省
力
化
に

も
連
が
り
ま
す
。

次
年
度
よ
り
施
肥
設
計
と
し
て
取

り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
は
観
察
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

〈
設
置
場
所
〉

大

谷

沖

野

次

雄

氏

の

圃

場

”

新

恒

行

氏

”

予

子

林

森

岡

敏

治

氏

”

終身共済

よろこびライフ新登場

人
生
八
十
年
、
平
均
寿
命
も
延
び
、

こ
れ
か
ら
迎
え
る
長
い
老
後
生
活
に

お
い
て
不
安
の
残
る
入
院
保
障
や
、

年
金
準
備
、
ま
た
、
相
続
な
ど
の
た

め
の
課
題
対
応
が
急
務
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
共
済
期
間
の
満

了
に
よ
り
、
そ
れ
以
後
の
保
障
継
続

の
た
め
に
加
入
す
る
と
な
る
と
、
年

齢
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
掛
金

の
高
額
化
や
謝
絶
な
ど
の
問
題
が
で

て
き
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
「
よ
ろ

こ
び
ラ
イ
フ
」
は
働
き
盛
り
の
間
に

掛
金
の
払
い
込
み
を
終
了
す
る
と
同

時
に
、
共
済
の
本
来
的
機
能
で
あ
る

万
一
の
保
障
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
提

供
し
ま
す
。

I (( ＼ .8::"¥ JJー砂、

＼ 

「
よ
ろ
―
J

び
＿
つ
イ
フ
」
に
こ
加
入
を
I.

七
月
二
十
五
日
よ
り
共
済
推
進

な
お
最
低

加
入
年
齢
を

十
五
歳
に
設

定
し
た
こ
と

に
よ
り
若
い

う
ち
か
ら
早
目
に
生
活
保
障
設
計
を

確
立
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し

こ。t
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層
さ
て
、
梅
雨
も

あ
け
て
い
よ
い
よ

夏
本
番
で
す
が
、

こ
の
時
期
は
下
刈

り
の
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
み
な
さ

ん
ご
存
知
の
こ
と

と
は
思
い
ま
す
が

こ
こ
で
基
本
に
帰

る
意
味
で
下
刈
り

作
業
に
つ
い
て
ち
ょ
っ

と
書
い
て
み
ま
す

と
①
下
刈
り
は
、

植
え
つ
け
た
林

木
と
競
争
す
る

雑
早
不
％
団
払
っ

て
林
木
の
生
長

に
対
す
る
光
、

通
風
根
系
競
合

な
ど
の
障
害
を

除
去
す
る
こ
と

で
あ
る
。

②
下
刈
り
の
方

法
に
は
、
植
林

地
全
面
を
刈
る

全
刈
り
、
一
部

分
を
刈
る
す
じ

刈
り
、
つ
ぼ
刈

り
な
ど
が
あ
る

が
、
一
般
に
全

刈
り
が
行
わ
れ
、

他
は
寒
暑
の
害

に
か
か
り
や
す

い
樹
種
の
造
林

地
に
行
わ
れ
る
。

（
肱
川
で
は
、

す
じ
刈
り
、
つ
ぼ
刈
り
な
ど
を
す

る
所
は
な
い
の
で
、
全
刈
り
を
し

て
下
さ
い
。
）

③
下
刈
り
は
一
般
に
初
夏
か
ら
盛

夏
の
頃
、
造
林
木
が
雑
木
に
被
圧

さ
れ
な
い
前
に
行
う
。

④
下
刈
り
は
春
植
の
場
合
は
そ
の

年
か
ら
、
秋
植
の
場
合
は
翌
年
か

ら
行
う
。
樹
種
・
林
木
の
生
長
の

良
否
、
下
草
の
侵
入
状
況
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
最
初
の
一
ー
ニ
年

は
年
二
回
刈
払
い
、
要
す
れ
ば
一

般
に
五
ー
六
年
ぐ
ら
い
続
け
て
年

一
回
行
う
。
下
刈
り
は
造
林
木
が

雑
木
を
被
圧
す
る
よ
う
に
な
っ
て

や
め
る
。

⑤
刈
払
機
、
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
、
薬

剤
な
ど
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。

薬
剤
は
、
樹
苗
に
害
の
な
い
も
の

毒
性
が
低
く
、
永
続
し
な
い
も
の

で
、
目
的
の
下
草
を
枯
ら
す
も
の

を

選

ぶ

。

（

以

上

東

京

農

工

大
学
編
林
業
実
務
必
携
よ
り
）

．
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
夏
の
暑

い
中
で
の
作
業
は
大
変
で
あ
り
ま
す

が
、
下
刈
り
は
、
良
い
山
を
作
る
第

一
歩
の
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
作

業
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
下
刈
り
を
す
る
に
あ

林
業
改
良
指
導
員

で必シンジはつ 上らあ成林耳刈はで せ
切要ラ ヅ ‘ つるそ行‘り長木にったす

でど太さ地成のんに特のてかしをのすた

断がク
てまきっくせ面長付°しに意しくな刈こがつ

ルクるのしつ十ま期のしてい゜‘
しあチ‘ズ切繁てて分せが成ましへ

たまししるにし根林な一味ま植いつと‘て

まりヅボ‘り茂下下にん終長すまん 夏 月 八
--,九‘すり‘こ近ま付木け番もつえこた でまの

すまル タ ャ をが刈さ気°っをが
゜と根といす近はれ下あたたとりすず簡

つだ は以 月
が すなど、ブ行はりい象もた促

しをで下゜が元ばのりり苗で傷が は単

‘°‘‘ 
‘たか暑降中

はノヵい なが゜状しぁす下ごらく は 旬
た十根枝で一気な枝ます木すつ‘あ な

八 普必叱ラまは終 況冬と'-- /一

ア 木分回をす番なりはせれを゜け造た注

l通ず
刈と十て汀ま

シすだつ を場でと
に に り 成 か よ 下 ま 大 ん ば 切 せ た 林り意

九は枯マ、゜した 考にはで
りい二作わで す発を長らく枝せ切°何っつり木前で

月ナ殺タセ特いあ 慮百意す
のう月業なに る 達 1............................................................................
目こにすいは こ ざ ・

． 
タ ・ • 

ご夕す
ろなる、ニフで‘

ビンに所と しっ味力‘的と 草 る こ 終 とせ：：～；］：：：：：ニ-い：：；～へいい心7
たながら、はをは の と ら がて：．面た、とがとが今す‘肱

・・を ぅん田． 心教年る金川
：．かあかばいえ四こ本町

いで ら は天でつ け の つ て に 林たた使る葉薬．．りい‘りまら月と技の
゜すの一 下もい以ば歩るおお木場‘用ザに剤：：てさかますれにに師み
の作番に参て上切行切＜きの合つすイ露で••おつわすが‘採なのな
で業き行考書‘断にはの‘根 はるれ卜が切：：わがいの‘よ用り後さ
がはつうにい下しナ‘が落元 ‘をば口つ口：：び遅がて肱たさま任ん
ん良い作なて刈ま夕壮よ葉か いれつ‘川助れしと‘

御
こ林よンい処：．

ばい作業れみりすを齢い悶？ れ木いとて理：
たまてこ町けたたしはカロ

っ山業はばまと゜携林と をかといいを・・
ししやののらば加てし立 オ戻

て作で山幸しつ ／一

な ．また
付分田、、 m 環 ら 田 ァ る す ・心と 心つ ：すこ S 

つ 修たれか藤森め膝秤

行りす作いたる しでわでく 状 引 い 薬 時 る ・ ： °と下中にこ
て業めるりて林よ光 夕：：

てす紐し ．． 
つのがりでが切 てもれ厚ら に き ま 剤 に か ： ． をさの一と

． 

［ ； iヽ皐；1[ ［ 冒〗］。會: ；し:oiXり贔、 i:....．．．．/..し..;..:..]．．．．[．．？...．／．：．．．／゚.../.............I 

新

任

の

加
藤
光
司

七
、
く
わ
し
い
こ
と
は
肱
川
農
協
管

理
課
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

六
、
採
用

昭
和
六
十
四
年
四
月

一
日

五
、
試
験
日

昭
和
六
十
―
―
一
年
九
月
十
六
日

四
、
応
募
期
日

昭
和
六
十
三
年
九
月
五
日
必
着

―
-
、
提
出
書
類

履
歴
書
、
卒
業
見
込
証
明
書
、

健
康
診
断
書

二
、
応
募
資
格

①
来
春
高
校
、
短
大
、
大
学
を
卒

業
見
込
の
者

②
肱
川
町
内
に
居
住
す
る
組
合
員

の
家
族

一
、
採
用
予
定
人
員

男
子
二
名

女
子
一
名

農
協
で
は
左
記
の
要
領
に
て
職
員

募
集
を
行
い
ま
す
。
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i 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．' i i 

！ ！ 
i 肱川土場木材相場表
i 第 479回市昭和63年 6月17日 1 肪JII町森林組合乾消目m君場表 I i 
i 県森連市より （単位オ当り：円） 1. 市売日…昭和63年 6月17日 i 

1. 販 売 数巌・・47ケース 651. 4kg 

I : m:／n[〗キヒ／］：：：／ 2:／／／ノ93;：そ材／：／尺：□□□／口I
84 231 24cm上 53

'I’」 、ー，ム ，二 ―,ユ云ノ

未 口 3- 6 cm 
53 126 長さ 2m  

本一 本 本 一 本 72F 
2 m 14 14 

20 45 13cm上 25 杉公ハリ材

46 100 30cm上 25 16cm-22cm 

74 289 3 m56円
6 m 102 405 4 m63円

特選
119 266 
271 695 

続いて杉檜一般材は前回並相場にて推移するも、品薄優良材は依
備考

然好相場持続する。

中 厚上 特用大葉 4, 9 0 0 

中 厚並 5, 0 0 0 大 バ レ 3, 3 1 0 

／」ヽ 厚 3, 5 5 0 特用中葉 4, 6 9 0 

大 ウ ス 5, 3 5 0 中バレ 3, 3 8 0 

中ウス上 特 用小 葉 3, 6 0 0 

中ウス並 4, 9 0 0 ,Jヽ ノ<レ 2, 5 0 0 

4ヽ ウ ヌ 3, 1 5 0 変形大 2, 9 6 0 

ジ ャ ミ ウ ス 2, 0 0 0 変形小 2, 4 2 0 

ド ンコ 大 5, 6 O 0 色 落 2, 6 7 0 

ドンコ中 裟 4, 3 0 0 コーコ

去
る
、
六
月
三
十
日
か
ら

七
月
一
日
に
第

36
回
全
国
乾

椎
茸
品
評
会
の
審
査
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
肱
川
町
の
入

賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

ど
ん
こ

冬
薙
の
部

奨
励
賞

奨
励
賞

育
苗
セ

ン
タ
で
は
、
四
月

末
よ
り
水
稲
苗
の
育
苗
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
七
月
末
を

も
っ
て
育
苗
を
終
了
し
ま
し

こ。f
 本

年
は
、
立
枯
れ
の
発
生
、

発
芽
不
良
等
に
よ
り
一
部
の

方
に
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
深
く
お
わ
び
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
の
育
苗
枚
数
は
表
の

通
り
で
す
。
全
体
で
六
、
三

五
0
枚
、
前
年
に
比
ベ
一
、

0
0
0枚
増
と
な
っ
て
い
ま

す。
特
に
本
年
は
、
五
月
に
入
っ

て
か
ら
の
注
文
が
殺
倒
し
、

大
変
混
乱
を
し
ま
し
た
。
育

苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
予
約
に

対
し
て
あ
る
程
度
余
裕
を
も
っ

松
本
和
子
殿

松
井
行
男
殿

昭和63年度育苗実績（枚数）

品 種 名 本 年 月‘’IJ 年

コシヒカリ 120 90 

日 本 晴 2,200 1,750 

ヤマビコ 1,450 1, 70 

農林 22号 330 330 

コガネマサリ 1,600 

゜ひめのみのり 250 1,150 

タカサゴモチ 400 280 

メロ 計 6,350 5,300 

第

36
回
全
国
乾
椎
茸
品
評
会
の

入
賞
者
肱
川
町
か
ら
六
名
”
~

こ
う
し
ん

香
信
の
部

奨
励
賞

参
加
賞

こ
う
こ

香
薙
の
部

奨
励
賞
飛
野
虎
生
殿

参
加
賞
山
本
登
志
夫
殿

入
賞
者
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
今
回
の
受
賞
を
励

四
協
育
サ

mセ
ン
タ
ー
水
稲
の
育
苗
を
終
え
る

て
、
資
材
（
土
・
種
籾
・
箱
等
）
を
用

意
し
て
は
い
ま
す
が
、
予
約
外
が
多
く

出
た
場
合
は
、
資
材
が
確
保
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
本
年
も
か
な
り
の
方
の
引

き
受
け
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
二

月
末
に
行
う
予
約
を
忘
れ
な
い
よ
う
行
っ

て
下
さ
い
。

又
、
予
約
を

し
て
い
な
か
っ

た
場
合
は
、

予
約
の
変
更

を
す
る
場
合

で
き
る
だ
け

早
い
う
ち
に

（
四
月
末
ま

で
）
連
絡
し

て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
本

森

繁

夫

殿

亀
田
元
市
殿

み
に
し
て
、
努
力
と
熱
意
を
持
っ
て
椎

茸
栽
培
と
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

年
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
で
育
苗
箱
の

返
却
を
さ
れ
て
な
い
方
は
、
早
急
に
育

苗
セ
ン
タ
ー
ヘ
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生
育
適
温
は

二
十
℃
内
外
で
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
に
準
じ

た
育
て
方
で
よ
い
の
で
す
が
、
草
姿
が

立
性
で
風
に
弱
く
、
ま
た
多
湿
に
も
弱

い
の
で
、
病
害
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

①
作
型
ー
ー
葉
が
折
れ
や
す
く
雪
害
に

弱
い
の
で
、
極
早
生
・
早
生
種
の
年
内

ど
り
が
安
定
し
て
い
ま
す
。

②
は
種
準
備
ー
ー
心
は
種
床
面
積
十
ア
ー

ル
当
た
り
五
十
2m

（
約
十
五
坪
）
に
完

熟
堆
肥
百
二
十
認
・
化
成
肥
料
一
―
―
迎
、

ヨ
ー
リ
ン
ニ
此
、
苦
土
石
灰
六
kg
を
混

用
し
ま
す
。

③
催
芽
ー
ー
七
月
下
旬
ー
八
月
中
旬
が

は
種
適
期
と
な
り
ま
す
。
は
種
ニ
ー
―
―
―

日
前
に
一
昼
夜
種
子
を
水
に
つ
け
、
水

切
り
後
布
に
つ
つ
ん
で
、
家
庭
用
冷
蔵

庫
に
入
れ
催
芽
し
ま
す
（
一
ー
ニ
日
）
。

④
は
種
ー
—
条
播
（
す
ま
き
）
と
し
七

ー
八

crn
間
か
く
の
溝
に
種
子
を
播
い
て

い
き
ま
す
。
高
温
期
の
移
植
は
失
敗
を

招
き
や
す
い
の
で
、
種
子
を
―
―
-Crn
問
か

く
ほ
ど
に
広
く
し
て
、
移
植
し
な
い
方

法
を
と
り
ま
す
。
種
子
量
は
四
十
叫

（
二
袋
）
必
要
で
、
覆
土
は
種
子
の
厚

み
の
三
倍
五

mm
程
度
と
し
、
板
で
軽
く

鎮
圧
し
敷
ワ
ラ
を
し
ま
す
。

⑤
育
苗
管
理
ー
発
芽
ま
で
は
か
ん
水

を
か
か
さ
ず
行
い
ま
す
。
―
―
―
日
ぐ
ら
い

で
発
芽
す
る
の
で
、
敷
ワ
ラ
を
除
き
、

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
早
め
に
除
き

ま
す
。

⑥
定
植
準
備
ー
'
|
十
ア
ー
ル
当
た
り
、

完
熟
堆
肥
二
七
、
苦
土
石
灰
百
五
十
認
、

過
石
四
十
認
、
化
成
肥
料
百
認
を
全
面

散
布
し
、
耕
起
・
畦
立
（
百
五
十
Cm)

し
ま
す
。

⑦
定
植
ー
ー
本
葉
四
ー
五
枚
の
若
苗
定

植
（
育
苗
日
数
二
十
日
i
-
―
―
十
日
）
と

し
、
株
間
一
―
―
十
五
Cm

の
二
条
と
し
ま
す
。

⑧
追
肥
ー
ー
第
一
回
目
は
定
植
後
二
十

日
後
、
二
回
目
は
出
奮
時
を
目
安
に
中

耕
除
草
を
か
ね
て
行
う
。

⑨
収
穫
ー
ー
花
董
の
収
穫
は
品
質
低
下

を
防
ぐ
た
め
、
し
ま
り
の
あ
る
う
ち
に

行
う
。「

水

稲

LJ

水
稲
生
育
後
期
の
栽
培
管
理

一
、
水
管
理

稲
の
新
根
の
発
生
量
は
最
高
分
け
つ

期
を
ピ
ー
ク
に
、
以
後
は
極
端
に
減
少

し
て
き
ま
す
の
で
、
す
で
に
発
生
し
て

い
る
根
の
機
能
を
維
持
し
、
籾
の
登
熟

を
高
め
る
た
め
水
管
理
の
適
正
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

穂
ば
ら
み
期
か
ら
出
穂
期
に
か
け
て

は
、
稲
の
一
生
の
う
ち
で
最
も
水
を
多

く
必
要
と
す
る
時
期
で
す
か
ら
水
を
切

ら
さ
な
い
よ
う
浅
水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ

゜
二つ

出
穂
期
以
後
の
登
熟
期
間
中
の
水
は
、

比
較
的
少
な
く
て
す
む
時
期
で
す
か
ら
、

湛
水
を
す
る
必
要
は
な
く
間
断
か
ん
す

い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
病
害
虫
防
除

穂
い
も
ち
病

山
間
部
や
中
山
間
等
で
、
い
も
ち
病

の
常
発
地
に
お
い
て
は
、
穂
ば
ら
み
期

の
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

紋
枯
病

高
温
多
湿
や
分
け
つ
過
多
の
条
件
で

は
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く

注
意
し
病
斑
を
認
め
た
ら
直
ち
に
防
除

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
（
秋
ウ
ン
カ
）

こ
の
害
虫
は
海
外
か
ら
飛
来
し
て
き

ま
す
が
、
繁
殖
力
の
旺
盛
な
短
翅
型
は

七
月
末
か
ら
発
生
増
殖
し
始
め
、
八
月

下
旬
頃
か
ら
急
増
し
ま
す
の
で
、
八
月

上
旬
に
徹
底
し
た
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

ろっ
暑
い
時
期
の
農
薬
散
布
で
す
が
、
マ

ス
ク
・
作
業
着
な
ど
は
完
全
に
整
え
、

散
布
は
風
向
き
に
注
意
し
農
薬
の
危
害

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
農
薬
の
保
管
管
理
に
十
分
気

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
空
び
ん
・
空
袋

の
処
理
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
果
樹
の
管
理
一

果
樹
の
管
理

一
、
ゆ
ず

①

摘

果

摘

果

は

着

果

量

を

調

節

し
て
、
隔
年
結
果
を
防
止
す
る
こ
と
と
、

子
良
果
を
除
い
て
良
い
果
実
だ
け
に
そ

ろ
え
て
品
質
向
上
を
図
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
あ
る
。
ミ
カ
ン
類
の
中
で
も
ゆ
ず

は
隔
年
結
果
性
が
強
い
の
で
大
切
な
作

業
で
あ
る
。

な
り
の
よ
い
樹
で
は
早
い
時
期
に
し

か
も
強
く
摘
果
す
る
。
こ
れ
は
隔
年
結

果
を
防
止
す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で

す
。
逆
に
不
作
の
樹
で
は
後
期
摘
果
、

い
わ
ゆ
る
樹
上
選
果
の
ウ
エ
イ
ト
を
大

き
く
し
品
質
向
上
を
図
る
。
摘
果
は
階

級
比
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
収
穫
時
に

L
級
以
上
の
果
実
を
得
る
た
め
に
は
七

月
二

0
日
に
横
経
が
ニ
・
七

cm
、
八
月

二
0
日
で
四

cm
以
上
の
大
き
さ
を
目
安

に
果
実
を
残
す
。
除
く
果
実
は
七
月
中

旬
頃
か
ら
病
害
虫
被
害
果
、
傷
害
果
、

小
玉
果
等
の
不
良
果
を
九
月
中
旬
頃
ま

で
に
葉
果
比
は
一

0
0枚
に
一
果
位
を

目
安
と
し
、
樹
勢
や
樹
の
上
下
等
に
応

じ
て
増
減
す
る
。
樹
に
よ
っ
て
は
部
分

摘
果
を
加
味
す
る
と
よ
い
。

②
黒
点
病
防
除
梅
雨
期
の
雨
だ

け
で
な
く
、
梅
雨
明
け
後
で
も
雨
が
あ

る
た
び
に
果
実
へ
の
感
染
が
起
る
。
梅

雨
明
け
後
か
ら
八
月
に
か
け
て
高
温
が

続
く
た
め
、
病
原
菌
に
対
す
る
果
実
の

感
受
性
が
高
ま
り
発
病
が
増
加
す
る
。

枯
れ
枝
の
発
生
量
が
六
月
ー
八
月
に
多

く
な
る
の
で
枯
れ
枝
を
除
去
す
る
と
共

に
、
薬
剤
散
布
（
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
か

ダ
イ
フ
ア
で
防
除
ー
こ
れ
は
サ
ビ
ダ
ニ

に
も
有
効
）
を
行
う
場
合
は
雑
に
な
ら

い
よ
う
て
い
ね
い
に
散
布
す
る
。

二
、
栗

①
モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ

（
虫
栗
）
の
防
除
成
虫
が
年
一
＿
一
回

発
生
し
、
老
熟
幼
虫
が
毬
果
や
樹
皮
の

荒
い
部
分
に
マ
ユ
を
作
っ
て
越
冬
し
て

い
る
。
く
り
の
加
害
は
二
世
代
幼
虫
の

出
る
七
月
中
下
旬
頃
か
ら
収
穫
期
ま
で

続
く
。
防
除
は
被
害
の
発
生
す
る
七
月

中
下
旬
か
ら
一

0
日
毎
に
、
三
回
エ
ル

サ
ン
等
を
散
布
し
虫
栗
を
な
く
す
る

小
薮
．
汗
生
・
硯

予
子
林
・
大
駄
場

正
山
・
中
居
谷

岩

谷

・

月

野

尾

中

津

・

小

倉

（
品
種
に
よ
っ
て
散
布
時
期
を
考
え
て

適
期
防
除
を
行
な
う
）

早
生
ー
中
生
種
（
七
月
中
下
旬
、
八

月
上
旬
、
八
月
中
下
旬
）

中
晩
生
し
晩
生
種
（
七
月
下
旬
、
八

"＂"＂馴＿
8
月
2
日
（
火
）
月
野
尾
小
薮
方
面

8
月
3
日
（
水
）
中
津
方
面

8
月
4
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

8
月
9
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

8
月
10
日
（
水
）
岩
谷
方
面

8
月
11
日
（
木
）
大
谷
方
面

8
月
16
日
（
火
）
月
野
尾
小
薮
方
面

8
月
17
日
（
水
）
中
津
方
面

8
月
18
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

8
月
23
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

8
月
24
日
（
水
）
岩
谷
方
面

8
月
25
日
（
木
）
大
谷
方
面

8
月
30
日
（
火
）
月
野
尾
小
薮
方
面

8
月
31
日
（
水
）
中
津
方
面

8
月
醤
油
配
達
予
定
日

8
月
5
日
（
金
）
大
谷
方
面

8
月
12
日
（
金
）
岩
谷
月
野
尾
方
面

8
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

8
月
26
日
（
金
）
予
子
林
方
面

8
月

L
Pガ
ス

配
達
予
定
日

栄

2
（火）

12
（金）

22
（月）

5
（金）

20
（土）

8
（
月
）
勿
（
土
）

10
（水）

25
（木）

13
（土）

30
（火）

18
（木）

大

谷
・
肱
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ふ
る
里
の
…
…

文
化
遵
産
を
大
切
に
し
よ
う

き

び

じ

国
国
国
＠
ぐ
り
四
。

肱
川
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員

先
人
の
残
し
て
き
た
大
切
な
文
化
遺

産
の
保
護
・
指
定
・
活
用
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
さ
ん
の
研
修
が
、
六
月
二

＋
詞
ー
ニ
十
九
日
の
＿
―
-
日
問
、
岡
山
、

き

び

じ

県
総
社
市
周
辺
、
い
わ
ゆ
る
吉
備
路
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
研
修
記
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
ふ
ん

こ
の
地
方
は
、
古
墳
の
特
に
多
い
と

こ
ろ
で
、
造
山
古
墳
は
仁
徳
、
応
神
、

り
ょ
う

履
中
の
天
皇
陵
に
つ
い
で
日
本
で
四
番

目
、
全
長
三
五

0
m
後
円
部
の
高
さ
二

四

m
の
前
方
後
円
墳
、
古
墳
と
い
う
よ

り
は
小
山
と
い
っ
た
感
じ
が
し
た
。
古

墳
の
主
は
不
明
だ
が
、
当
時
こ
の
地
方

最
大
の
勢
力
者
の
墓
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
近
く
に
全
長

ニ
八
六

m
と
い
う
作
山
古
墳
が
あ
る
。

こ
れ
は
岡
山
県
で
二
番
目
に
大
き
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。

造
山
古
墳
と
作
山
古
墳
の
ほ
ぼ
中
間

に
こ
う
も
り
塚
古
墳
が
あ
る
。
こ
れ
を

見
学
し
た
。
こ
れ
も
前
方
後
円
墳
で
、

い
し
む
ろ

後
円
部
に
横
穴
式
石
室
が
あ
る
。
こ
の

石
室
を
玄
室
と
言
う
。
こ
う
も
り
塚
の

玄
室
は
天
井
ま
で
の
高
さ
―
―
-
m
近
く
、

広
さ
は
十
畳
敷
以
上
も
あ
る
広
い
部
屋

で
周
囲
も
天
井
も
巨
大
な
石
を
組
み
合

せ
て
作
っ
て
あ
る
。
中
に
は
直
径
四
・

五

m
も
あ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
中
央

に
凝
炭
岩
の
岩
を
長
方
形
に
け
づ
り
、

吉 備 路

平面

亡
側面

中
を
く
り
ぬ
い
て
死
体
を
い
れ
た
大
き

な
石
棺
が
あ
っ
た
。
蓋
は
中
央
を
山
形

に
し
た
家
形
石
棺
で
や
は
り
同
じ
石
で

作
っ
て
あ
る
。
こ
の
石
室
と
外
部
と
の

せ
ん
ど
う

出
入
口
を
羨
道
と
い
う
が
、
両
側
、
天

井
を
石
で
か
こ
み
、
約
二

0
m
く
ら
い

あ
っ
た
。
天
井
の
石
は
一
部
な
く
な
っ

て
い
た
が
、
ど
れ
も
直
径
―

m
以
上
も

あ
る
巨
石
で
か
こ
ま
れ
、
道
巾
も
二

m

位
は
あ

っ
た
。
盗
堀
さ
れ
て
い
た
と
か

で
、
石
棺
以
外
は
何
も
な
か
っ
た
。

前
方
後
円
墳
と
は

0

0

 

谷

本

一

敏

こ
の
様
な
形
で
、
後
円
部
の
中
央
が

死
体
を
安
置
す
る
石
室
で
、
点
線
部
が

出
入
口
の
羨
道
で
あ
る
。
横
穴
式
は
家

族
的
な
作
り
方
で
、
家
族
に
死
者
が
あ

る
と
、
羨
道
の
石
戸
を
開
け
、
死
体
を

玄
室
内
に
安
置
を
し
て
い
た
の
で
、
一

つ
の
古
墳
よ
り
数
体
の
遺
骨
が
出
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
前
方
後
円
墳
は
四

ー
七
世
期
頃
の
も
の
と
さ
れ
、
後
期
に

は
玄
室
と
羨
道
の
間
に
も
う
―
つ
の
室

を
つ
く
り
、
そ
こ
へ
鏡
、
剣
そ
の
他
副

葬
品
を
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。
作
り
方

は
先
づ
石
室
、
羨
道
を
作
り
、
盛
土
を

し
た
も
の
と
、
小
高
い
丘
を
堀
り
切
っ

て
羨
道
、
石
室
を
作
り
、
後
か
ら
土
を

埋
め
戻
し
た
も
の
と
が
あ
る
。

こ
の
こ
う
も
り
塚
も
全
長
一

0
0
m

あ
る
。
仁
徳
天
皇
に
召
し
出
さ
れ
、
そ

の
ち
ょ
う
愛
を
受
け
た
、
吉
備
の
豪
族

く
ろ
ひ
め

の
娘
、
黒
媛
の
墓
で
黒
媛
塚
古
墳
と
も

呼
ば
れ
る
。
こ
う
も
り
が
巣
づ
く
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
こ
う
も
り
塚
古
墳
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

次
に
足
守
藩
二
万
五
千
石
の
家
老
屋

敷
を
見
た
。

足
守
藩
の
家
老
職
と
し
て
永
く
つ
づ

い
た
名
家
の
邸
宅
で
、
江
戸
時
代
中
期

の
建
築
と
さ
れ
、
建
物
、
庭
と
も
ほ
ぼ

完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三

十
一
年
四
月
に
岡
山
県
の
建
造
物
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
こ
の
家
に
住
ん

で
お
ら
れ
た
杉
原
隆
二
氏
よ
り
昭
和
四

十
八
年
岡
山
市
へ
寄
贈
、
同
年
十
二
月

岡
山
市
が
六
六

0
0
万
円
余
り
を
掛
け

て
修
復
し
、
以
後
岡
山
市
が
管
理
し
て

い
る
。入

口
は
長
屋
門
で
、
中
央
に
巾
二
間

の
通
用
門
、
（
大
き
な
扉
が
つ
い
て
い

る
。
）
向
っ
て
門
の
左
に
中
間
部
屋

（
六
畳
）
右
に
茶
屋
（
六
畳
）
が
あ
り
、

門
を
入
る
と
、
正
面
に
母
屋
が
あ
る
。

母
屋
の
中
央
部
に
門
口
、
二
問
の

唐
破
風
の
玄
関
と
武
台
が
あ
り
、
式
台

を
上
が
る
と
上
床
つ
き
の
玄
関
の
間

（
八
畳
）
、
右
へ
曲
が
る
と
二
つ
の
問

(
+
―
―
―
畳
）
、
一
の
間
（
八
畳
）
、
こと

こ

の
二
つ
の
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
床

が
つ
い
て
い
る
。
左
に
内
玄
関
の
間

（
六
畳
）
そ
の
奥
に
中
の
問
（
四
畳
）
、

居
間
（
六
畳
）
と
あ
り
、
二
つ
の
間
の

奥
に
奥
の
間
（
七
・
五
畳
）
、
奥
の
間

と
居
間
と
の
間
に
仏
間
（
二
畳
）
、
合

の
間
(
-
―
―
畳
）
と
九
室
も
あ
る
。
左
端

ヘ
土
間
を
広
く
二
部
屋
取
り
、
奥
の
土

間
と
居
間
の
間
に
六
畳
位
い
の
板
敷
が

あ
り
、
こ
れ
が
台
所
に
な
っ
て
い
る
。

母
屋
か
ら
渡
り
廊
下
で
内
蔵
に
つ
づ
き
、

別
に
土
蔵

一
棟
、
湯
殿
一
棟
が
建
っ
て

い
る
。
庭
に
は
、
小
さ
な
池
、
築
山
も

あ
り
、

周
り
は
土
壁
で
か
こ
わ
れ
、

か

や

ぷ

き

ひ

さ

し

茅
葺
の
平
家
で
総
廂
つ
き
で
あ
る
。

こうもり塚古墳の石室

足
守
藩
は
豊
臣
秀
吉
の
北
政
所
（
正

妻
）
ね
ね
の
兄
杉
原
家
定
が
藩
主
で
木

下
家
、
豊
臣
家
を
称
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
家
柄
で
、
明
治
維
新
ま
で
一
三
代

続
い
て
い
る
。
こ
の
家
老
屋
敷
の
主
が

杉
原
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
足
守

藩
で
も
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
家
老
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

も
う
―
つ
の
武
家
屋
敷
は
、
総
社
市

た
か
は
し

の
隣
の
高
梁
市
に
あ
る
岡
山
県
指
定
の

「
石
火
矢
町
ふ
る
さ
と
村
」
に
あ
る
。

こ
の
ふ
る
さ
と
村
は
全
長
二
五

0
m
に

わ
た
り
両
側
に
白
塗
の
土
壁
が
つ
づ
き
、

格
式
の
あ
る
門
構
え
の
家
並
が
見
ら
れ

る
。
こ
こ
も
長
屋
門
で
、
門
の
左
が
馬

屋
、
右
が
中
間
部
屋
に
な
っ
て
い
た
。

母
屋
の
間
取
は
、
先
に
述
べ
た
家
老
屋

敷
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
八

室
。
こ
の
建
物
は
一
五

0
年
前
の
天
保

年
問
の
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

二
百
石

前
後
の
武
士
が
住
ん
で
い
た
も
の
ら
し

い
。
高
梁
市
の
所
有
で
市
が
管
理
し
て

い
る
。二

つ
と
も
質
素
な
作
り
で
あ
る
が
、

格
式
高
く
、
何
よ
り
も
驚
い
た
の
は
、

ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
お
り
、
よ
く
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
岡
山
城
、
後
楽
園
な
ど
、

貴
重
な
文
化
遺
産
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
す
る
。

こ
こ
吉
備
路
で
も
、
そ
こ
に
住
む
一

人
ひ
と
り
が
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
大
切
に
保

存
し
、
活
用
し
て
い
る
。

私
達
の
古
里
『
ひ
じ
か
わ
』
も
文
化

遺
産
を
大
切
に
す
る
『
風
』
を
起
こ
そ

二つ
9
・
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国
際
化
の
時

代
で
す
。
農
産

物
の
問
題
に
し

て
も
、
世
界
の

中
の
日
本
、
肱

川
と
い
う
時
で

す。
肱
川
町
で
は
、

十
年
前
に
ギ
ャ

ビ
ン
•
V

ノ
ト
ッ

ノ
、

ク
先
生
（
千
葉

県
麗
沢
大
学
助

教
授
）
が
小
薮

に
別
荘
を
建
て

ら
れ
、
長
期
休

暇
に
は
必
ず
、

帰
ら
れ
て
い
ま

す。
小
薮
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
や
役

場

E
S
S
の
指

導
・
英
文
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作

成
に
と
多
く
の

ご
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。
小
さ
な
国

際
交
流
が
動
い
て
い
ま
す
。

又
、
英
語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

て
肱
川
町
を
訪
ね
て
く
る
外
国
の
人
達

を
見
か
け
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、
公
民
館
で
は

「英
会
話
学
習
会
」
を
計
画
し
ま
し
た。

二
十
八
名
の
申
し
込
み
を
受
け
て
第

一
回
目
の
学
習
会
を
六
月
二
十
一
日
、
第

二
回
を
七
月
五
日
に
開
き
ま
し
た
。
講

師
は
肱
川
中
学
校
の
米
岡
晋
先
生
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

開
講
式
で
、
公
民
館
長
の
あ
い
さ
つ

to Hijikawa 

英会話学習会がはじまリました

’ nlCe to meet You/（はじめまして………）

激
励
の
後
、
今
後
の
進
め
方
、
内
容
等

の
話
し
合
い
を
し
、
学
習
会
に
入
り
ま

し
た
。初

め
て
の
人
、
少
し
経
験
の
あ
る
人

な
ど
又
年
齢
構
成
も
幅
が
あ
り
ま
す
が
、

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
、
一
っ
―
つ
も
の

に
し
て
い
っ
て
、
話
し
た
り
、
聞
い
た

り
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
、
英
会
話

の
風
を
町
中
に
ま
き
起
こ
そ
う
と
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

一
週
間
お
き
の
火
曜
日
に
町
公
民
館

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
二
年
間
は
続
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
、

公
民
館
へ
連
絡
す
る
か
、
実
施
日
に
直

接
公
民
館
へ
お
出
か
け
下
さ
い
。

喜
多
郡
の
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が

六
月
七
日
（
球
技
）
と
二
十
一
日
（
陸

上
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
、
次
の
七
名
が
優
勝
し

ま
し
た
。

県
大
会
で
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

9

9

9

9

,

'

 博
び
一

一

孝
と
一

高
一

．ヽ＇
ノ2

本
リ
ー

一
年

走
一

（
橋

•
9
9
9
9
9

、

幼
児

の
く
せ

の
中
に

は
、
お

母
さ
ん

方
が
治

し
た
い

と
考
え

ら
れ
て

い
る
も
の
が
い

く
つ
か
あ
り
ま

す
。
（
習
癖
異

状
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
）

一
番
多
い
の

が
「
指
し
ゃ
ぶ

り
」
で
す
が
、

そ

の

他

に

は

「
爪
を
か
む
」
な
ど
身
体
の
一
部
を

な
ぶ
る
癖
が
多
い
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
悩
み
や
心
配
ご
と
が
、

ど
な
た
に
も
お
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
「
子
育
て
」
「
育
児
」

に
関
す
る
こ
と
を
ベ
テ
ラ
ン
で
経
験

豊
富
な
先
生
が
、
相
談
に
応
じ
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

身
体
の
こ
と
、
心
の
こ
と
、
家
庭

の
こ
と
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

-
、
日
時
昭
和
六
十
三
年
八
月
二

十

四

日

（

水

）

午

前

十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

・
相
談
は

一
人
二

0
l
-――

0
分
で
無
料
で
す
。
（
ご

希
望
の
時
刻
に
受
付
け
ま

す）

二
、
場
所
肱
川
公
民
館

三
、
専
門
相
談
員

高
橋
初
美
先
生

大

野

憲

先

生

四

、

申

込

み

．
八
月
十
日
ま
で
に
、

肱

川

町

公

民

館

ま

で

（
電
話
で
け

っ
こ
う
で

す）6
-
―
一
四
ー
三
―

-
0
七

五
、
対
象
者

乳
幼
児
を
お
持
ち
の

方

六
、
そ
の
他
く
わ
し
く
は
公
民

館
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

, —-ニ▲ バ
: (3年） ！ 
i伊藤久美恵；

： 砲丸投げ i 
• ----------------・ ••一ヽ

- ' 

i (3年）

i藤原優勝！
；庭球（個人の邸） ： 
・-------------------・ 

z 
: (3年）
即珂清茂
：砲丸投げ
. ---• ---·~ ・ --

: (3年） ： ’ 

！上野 ー：

：庭球（個人の郁）：
軸• -----------------·

図

a
ぉ
め
で
と
う

喜
多
郡
中
学
校
総
体

， 一 ▼ 9 99999●9 ● 

' '  
: (3年） ； 
i森 巨人；
： 三段とび ； 
''  ~-------------------

: (3年） ： 
！河内由美子i
： 三種A i 
~------------------~ 



頷 9。領｝ 岱国細

小
学
校
の
時
、
社
会
科
で
身
分
制
度

の
こ
と
を
習
っ
て
か
ら
、
私
は
、
人
権

と
か
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
興
味
を
持

ち
始
め
ま
し
た
。
「
な
ぜ
、
同
じ
人
間

ど
う
し
な
の
に
身
分
の
差
を
つ
く
っ
た

の
か
？
」
と
不
思
議
に
思
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
自
分
で
本
を
読

ん
で
調
べ
て
み
た
り
、
学
校
で
同
和
教

育
の
映
画
を
見
た
り
、
道
徳
や
特
活
の

授
業
な
ど
を
通
し
て
、
部
落
差
別
の
起

こ
り
や
、
実
態
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
部
落
差
別
と
い
う
の
は
、
江

戸
時
代
に
身
分
制
度
が
作
ら
れ
、
士
・

農
・
エ
・
商
の
下
に
、
「
え
た
・
ひ
に

ん
」
と
い
う
身
分
を
つ
く
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
武
士

が
農
民
を
お
こ
ら
せ
な
い
た
め
の
方
法

と
し
て
考
え
出
し
た
こ
と
で
、
人
権
を

全
く
無
視
し
た
ひ
ど
い
や
り
方
で
す
。

私
は
、
そ
ん
な
昔
に
つ
く
ら
れ
た
差
別

が
今
日
ま
で
続
き
、
「
同
和
問
題
」
と

し
て
残
さ
れ
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
の
周
り
に
は
そ
ん
な
こ

と
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
し

か
し
、
部
落
差
別
は
私
の
身
近
に
も
あ
っ

た
の
で
す
。
「
あ
そ
こ
の
部
落
の
子
と

は
遊
ば
ん
方
が
え
え
。
」

「
あ
そ
こ
ら

真

実

の

道

を

の
辺
に
は
、
行
か
ん
方
が
え
え
。
」
そ

ん
な
部
落
差
別
の
言
葉
を
聞
く
と
、
私

は
、
「
何
で
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
？

そ
の
人
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
の
に
…

…
。
」
と
言
い
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
な
か
な
か
口
に
出
し
て

言
う
勇
気
が
な
い
の
で
す
。
も
し
か
す

る
と
、
心
の
ど
こ
か
で
「
小
さ
な
差
別

の
芽
」
が
育
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
私
は
卑
き
ょ
う
者
で
す
。

黙
っ
て
見
ぬ
ふ
り
、
知
ら
ぬ
ふ
り
は
い

け
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
差
別
を
認

め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
大
人
の

誤
っ
た
考
え
は
、
私
た
ち
が
学
校
で
習
っ

た
正
し
い
知
識
を
教
え
て
あ
げ
て
、
考

え
を
あ
ら
た
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

え
ら
そ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
が
、
私
た
ち
中
学
生
に
で

き
る
、
差
別
解
消
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

古
い
考
え
を
変
え
る
に
は
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
根
気
強
く
、
く
り

か
え
し
で
呼
び
か
け
る
こ
と
が
大
切
で

す。 _....._ -:.-:. :.-:.~ 4:.、:ヰさを五；

9-.  -̀-： 

i 3 年

！ 冨永佐由美 ！ 
• - - - - - - ·~ - - - - - - - - - - - ·~ - 0 - ·~ - - - - - - - - - - → 

紐 (18)

1
1

肱
中
生
人
権
作
文
よ
リ
1
1

"'s'K
各
念
ゞ

4
'！・

こ
ん
な
に
成
長
し
ま
し
た
⑤

動
物
王
国
の
む
つ
ご
ろ
う
さ
ん
は
、

動
物
と
同
じ
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
に
、

草
の
上
に
寝
そ
べ
っ
て
じ
ゃ
ら
け
た
り
、

同
じ
動
作
を
し
た
り
し
て
、
心
を
通
わ

せ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
様
子
を

デ
レ
ビ
な
ど
で
見
て
い
る
と
、
私
は
と

て
も
感
動
し
ま
す
。
そ
し
て
、
「
動
物

は
い
い
な
。
人
間
の
よ
う
に
み
に
く
い

争
い
も
な
く
、
自
由
で
の
び
の
び
生
活

で
き
て
…
…
私
も
そ
ん
な
世
界
に
入
り

た
い
。
」
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
人
問
ど
う
し
、
仲
良
く

で
き
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間

は
話
し
合
う
口
も
、
正
し
い
知
識
を
得

る
た
め
の
目
や
耳
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
や
さ
し
い
心
が
あ

る
は
ず
で
す
。

差
別
を
許
さ
ず
、
い
じ
め
の
な
い
明

る
い
社
会
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
私
は
、
人
権
問
題
に
対
し
て
目
を
そ

ら
さ
な
い
で
、
物
事
を
ま
っ
す
ぐ
見
つ

め
、
正
し
い
行
動
を
と
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し

て
、
大
人
を
説
得
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
決
し
て
卑
き
ょ
う
者
に
は
な
り
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

同
和
教
育
の
拡
が
り
の
中
で
、
ま
だ

一
部
の
人
達
か
ら
は
「
ま
た
同
和
の
こ

と
か
」
と
き
わ
め
て
消
極
的
に
受
け
と

め
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
同
和
教
育
の

学
習
に
参
加
し
た
方
の
中
に
も
「
よ
く

わ
か
っ
た
。
差
別
は
駄
目
だ
。
」
と
多

く
の
人
が
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
学
習

に
よ
っ
て
同
和
問
題
の
知
識
の
量
は
ふ

え
た
が
、
差
別
へ
の
「
い
か
り
」
に
な
っ

て
い
な
い
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
学
習
か
ら
行
動
」
す
る
方
向
、
た

え
ず
自
己
の
生
活
の
中
に
同
和
問
題
を

正
し
く
位
置
つ
け
る
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

大
人
は
、

.. g
 ..
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C
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‘―
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＿＿

on.ggg-_-ggs=M ..
 
-m-m-g-59:u.-m-
―
 
.. -g-
.. 

ー

＇

，
 

ーヽヽ

[
私
の
家
族
は
全
員
、
海
に
釣
に
行
袋
な
ど
の
後
片
付
け
も
、
そ
ん
な
に
＂

9

1

 

叩
く
の
が
好
き
な
の
で
、
時
々
楽
し
み
時
間
の
か
か
る
も
の
で
は
な
い
。
あ

i

，
 

，
 

ーi

に
出
か
け
る
。
海
に
糸
を
垂
れ
、
の
る
海
岸
の
集
落
な
ど
は
、
ゴ
ミ
を
入

i

，
 

ーー

ヽ

i

ん
び
り
と
ウ
キ
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
れ
る
大
き
な
カ
ゴ
を
設
置
し
て
い
る
。
一ヽ

9

1

 

ー

一
何
も
考
え
ず
に
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
入
れ
る
か
、
又
は
持
ち
帰
る
一

，
 

ー

“
 

，
 

゜

i

も
っ
と
も
家
族
同
伴
の
時
は
小
学
生
な
ど
ど
う
し
て
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
，

＂ 

一
が
い
る
た
め
、
所
在
の
確
認
も
し
な
空
き
罐
、
ゴ
ミ
の
散
乱
は
海
岸
の
[

．
 

ヽ

[

け

れ

ば

な

ら

な

い

し

‘

波

止

場

だ

け

に

限

っ

た

こ

一

，
 

'

と
で
は
な
い
。
我
町
内
に
[

ル．

ヽ

を

一
道
具
も
準
備
し
な
け

ふ

i
`

．

』
ト．

r

も
見
か
け
ら
れ
る
。
毎
日
一

5

●い

ー、↓

一
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

，
 
，
 

，
 

一

の
通
勤
で
道
路
上
の
空
き
一

r

i[
f
 

i
・，1

ャ

U

F

I

r

 

一
そ
れ
も
教
え
な
が
ら

r

=

9

9

 

ヽ

F

罐
等
の
投
げ
捨
て
、
ゴ
ミ
[

ぞ
i5

、
・`

 

一
で
き
る
の
で
楽
し
い

．

，
 

•J-

i

も
の
で
あ
る
。
中
学

・

カ
ゴ
の
周
り
に
ま
で
散
乱
一

ヽ，
 

，
 
，
 

ヽ，
 

＂ ，
 

ヽ，
 

“
 

，
 

[[[[:]／
/
/
/
/
h
h
/
 

，
 

:on-m-＿
n-mu ..
 
-g-..... -m-g ... ＿＿
-g.-gg.＿
-g._＿
on:mun .... on 
.. :n .. 
“
 

ug._＿-2-―
-g-n-mu ... eg.-g.n-9:m:mu .. -s-
... ―●
-u-・-g ...... u
 
.. -g-n-m:o ..
 
-9u ... s-.. ＿＿
onun-g-n-m 

う
こ
の
作
文
に
対
し
て
、
大
人
は
も
っ

と
差
別
へ
の
「
い
か
り
」
を
行
動
で
示

し
た
い
も
の
で
す
。

教
委

ま
だ
わ
か

っ
て
な
い
と
い

社
会
教
育
課
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「
や
っ
た
あ
。
今
日
は
、

ぼ
く
の
好
き
な
物
だ
。
」

ぼ
く
は
、
中
野
小
学
校

の
給
食
が
好
き
に
な
り
ま

し
た
。

前
の
学
校
の
絶
食
で
、
お
す
し
と
か

い
ろ
い
ろ
な
か
っ
た
も
の
が
、

こ
っ
ち
の
学
校
給
食
に
あ
っ

だ
り
す
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
に
、
く
だ
物
や
デ
ザ
ー

ト
も
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る

か
ら
う
れ
し
い
で
す
。

ぼ
く
が
好
き
な
も
の
は
、

だ
い
た
い
お
す
し
、
ラ
ー
メ

ン
、
ギ
ョ
ー
ザ
、
ハ
ン
バ
ー

グ
、
シ
ュ
ー
マ
イ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
毎
日
で
る

コ
ッ
ペ
パ
ン
な
ど
も
お
い
し

い
で
す
。

上
の
方
の
茶
色
い
、
こ
げ

た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
お
い
し

い
で
す
。 ⑤

 
＠
 e

 

⑤
 

②
ぉ
い
し
い
給
食
一

＠
 

＠
 

⑱
 

中
野
小
四
年

松

本

泰

典

まちどおしい…••給食（左から 2人目が松本君）

こ
わ
い
か
、
ど
っ
ち

君

ご
は
ん
の
時
も
、
お
い
し
い
も
の
ば

か
り
で
う
れ
し
い
で
す
。

四
時
間
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
今
日
の
給

食
は
何
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

好
き
な
物
が
あ
る
と
き
は
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

近
ご
ろ
、
水
泳
が
―
―
―
•
四
時
間
目
に

あ
っ
て
、
学
校
へ
帰
っ
て
く
る
と
、
す

ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
し
、
水
泳
を
し
た
後

は
、
は
ら
ペ
コ
な
の
で
も
っ
と
お
い
し

く
な
り
ま
す
。

ぼ
く
は
、
こ
ん
な
に
お
い
し
い
給
食

を
作
っ
て
も
ら
っ
て
感
し
ゃ
し
て
い
ま

す。
み
ん
な
も
大
へ
ん
よ
ろ
こ
ん
で
給
食

が
待
ち
ど
お
し
い
よ
う
で
す
。

ぼ
く
は
、
給
食
セ
ン
タ
—
の
お
ば
さ

ん
た
ち
は
、
ど
ん
な
顔
か
な
と
思
い
ま

す。
や
さ
し
い
か
、

か
な
。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
食
当
り
園

児
、
児
童
は
一
九

0
円
、
中
学
生
以
上

こ
の
度
、
肱
川
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
ヘ
、
中
野

小
学
校
（
久
保
義
幸
校
長
）

四
年
生
か
ら
給
食
に
つ
い

て
の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
、
今
春
大

洲
市
か
ら
転
入
し
た
児
童

の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

で
も
、
お
い
し
い
給
食
を
作
っ
て
も

ら
う
か
ら
、
や
さ
し
い
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

ぼ
く
も
、
き
ら
い
な
物
が
出
て
も
、

な
る
べ
く
食
べ
る
の
で
、
お
い
し
い
給

食
を
一
生
け
ん
命
作
っ
て
下
さ
い
。

「
給
食
も
お
い
し
い
し
、
毎
日
中
野

小
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
く
て
た
ま
ら

な
い
様
で
す
。
」
と
い
う
、
お
父
さ
ん
の

声
も
届
き
ま
し
た
。

し
ゃ
く
な
げ

g
 

0

風
風
を
呼
ぶ
一
人
一
人
の
団
扇
か
な

美

登

花
栗
の
雨
も
よ
う
な
る
風
に
揺
れ

美
江
子

笑
み
く
れ
し
負
わ
れ
た
る
子
に
風
送
る

淑

子

河
鹿
な
く
背
に
夕
風
の
や
は
ら
か
し

せ
つ
こ

風
た
ち
て
白
き
う
ね
り
の
青
田
か
な

喜

子

心
経
の
和
し
て
御
堂
の
風
涼
しさ

か
え

薫
風
を
割
っ
て
バ
ス
行
く
里
巡
り

美
和
子

風
終
の
西
の
ひ
さ
し
や
風
の
道紗

夜
子

藤
垂
れ
て
せ
せ
ら
ぎ
の
風
生
れ
を
り

え
み
か

“
 

町
民
の
智
恵
出
し
合
っ
て
風
お
こ
し

兵

頭

フ

ジ

ェ

風
お
こ
し
み
ん
な
で
参
加
良
い
稔
り

上
原
知
工
子

福
の
神
も
貧
乏
神
も
風
お
こ
し

谷

本

一

敏

み
ん
な
し
て
風
を
起
こ
し
て
町
づ
く
り

水

池

算

悟

ボ
ケ
か
け
た
頭
に
ひ
び
く
風
お
こ
し

後
藤
美
恵
子

町
内
が
一
丸
と
な
り
風
お
こ
し

兵
頭
登
代
子

バ
ン
ビ

ー
も

一
役
買
っ
て
風
お
こ
し

小

川

和

雄

風
お
こ
し
天
狗
が
思
案
す
る
う
ち
わ

中

居

善

信

つ
り
は
し

は
二

0
0
円
の
給
食
費
で
材
料
を
仕
入

れ
一
日
、
六

0
0
人
分
を
調
理
し
て
い

ま
す
。栄

養
や
好
み
の
個
人
差
、
限
ら
れ
た

給
食
費
、
調
理
時
間
、
人
手
に
加
え
、

限
ら
れ
た
設
備
で
の
大
量
調
理
の
た
め
、

ご
家
庭
の
食
事
と
違
っ
た
内
容
に
な
り

や
す
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
文
部
省
の
基
準
量
を
も
と

に
、
よ
り
よ
い
献
立
、
よ
い
仕
入
れ
、

よ
い
管
理
と
調
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
へ
毎
月
お
届
け
す
る
献
立
表

を
ご
ら
ん
に
な
り
、
参
考
に
さ
れ
る
と

共
に
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

⑪第16回ソフトボールリーグ戦終了R．．  
I 二 Il I 優
部位部部勝

II部

予
子
林
B

（
七
勝
一
敗
）

中
野
ド
ッ
グ
バ
ッ

グ
（
九
勝
）

親
子
で
お
い
で
下
さ
い

令

●

日

時

8
月
16
日
（
火
）

＊

午

後

7
時

1
9
時
30
分

袷
（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は

べ

17
日
に
順
廷
）

夕
●
場
所
「
鹿
鳴
園
」

む
•
参
加
申
込

し

8
月
10
日
ま
で
に
公
民
館

楽

へ

電

話

で

ど

う

ぞ

を

(
6
三
四
ー
ニ
三

0
七）

空
•
指
導
愛
媛
星
の
会
の
専

星
門
指
導
で
す
。

み
．
そ
の
他

休
望
遠
鏡
を
も
っ
て
い
る
方

夏
は
持
参
下
さ
い
。

食
筆
記
用
具
も
お
忘
れ
な
く
。

予
子
林
A

（
六
勝
二
敗
）

大
栄（

六
勝
三
敗
）

山
槌
・
道
野
尾

（
六
勝
三
敗
）

岩
谷
マ
ッ
ク
イ
ム

シ
（
六
勝
三
敗
）
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8月の日曜・祝日当直医

直R@， 紐 (20)

日 当 直 医 電 話

7 日 石（田大産洲婦市人志科保医町院） 24-2347 
....... 

（日） 宝（ 内来子医町院） 44-2248 

14日 清（大洲水市志医保町院） 24-2017 
．．．．．．．．． ． ．．．．．． ．．．． 

（日） 小（ 内川子医町院） 44-2815 

21日 祖（大母洲井市中医村院） 24-3756 

（日） 古（ 川 医院 44-2407 
内子町 ）

28日 弘岡医中 院 24-3363 （大洲市村）
------

（日） 町田医院 43-0211 （内子町 ）

※変更になる場合がありますので前も って

連絡してからお出かけ下さい

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火
大洲市立病院

24-2151 
（大洲市大洲）

水
加戸病院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

> 日

日
程伏）

岩 男女 場＾ /にEコヽ 7j'( 

公 集

民 会
所館 戸斤

時3I 贔時1 

時11 前午 時

3分0時1！ 0 
間

⑥
健
康
相
談

8
月
27
日

3

げ

醤

セ

ンタ
ー
一
午
前

8
時
30

8
月
20
日
山
一

分
ー

12
時

8
月
6
日
仕

日

程

場

所

時

間

＿午
後
ー
時

1
2
時

8
月
22
日
向

一
保
健
セ
ン
タ
ー

⑥
定
期
健
康
相
談

日

程

場

所

受
付
時
間

⑥
乳
児
健
康
診
杏

一午後1時1

1時30分
8月25日困一保健七ンター

尻 青 骨 日

26 24 19 
日 日 日

程倹） （水） 倹）

肱 正

蓋館i 
場

栄 山

集 公

ノコ＝ 民
所戸斤 企官

後時午2 10 時午前1 

時

間

日

程

一

場

所

一
受
付
時
間

⑥
妊
婦
健
康
診
査

日。
C

旦

⑥健康づくり料理教室

> ］ 29 
日 日
（月） （水）

大 森 白

谷 集 石
公

会
集

民 会
館 戸斤 戸斤

時午後3時午前10 1 時3I i 時I 

時11 午前

3分0時11 0 

8
月

5
日
②

午
後
1
時
30
分

1
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽
相
談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
つ
け
て
お
り

▽
日
時

⑥行政相談

8 8 相
月 月
22 5 談

日 日

（月） 倹） 日

坂山 宮 福 担

内 田田 当

保 清
相

恵
義 談

子 勝 盛保 員

面

■ご
璽
函
薗

▽

身

分

▽

給

与
初
任
給

十
八
歳
以
上
二
十
五

歳
未
満

特
別
職
国
家
公
務
員

陸
•
海
・
空
自
衛
官
を

募
集
中
で
す

▽
時
間
午
後
ー
時
30
分
し

4
時
30
分

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

⑥
心
配
ご
と
相
談

8
月

9
日
伏

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

役

場

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▽
日
時

◎
郵
便
小
包
追
跡
シ
ス
テ
ム
導
入
へ

▽
収
集
日

⑥

8
月
の
不
燃
物
収
集

8
月

16
日
凶
（
出
す
の

は

8
月

15
日
中
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見

の
越

・
月
野
尾
・
京
造

・
鹿
野
川

中
野
（
篠
谷
・
滝
山
）
・
上
森
山

⑥
不
用
犬
回
収
日

ま
す
。
（
電
話
三
四
ー
ニ
五

0
八
）

来
る
十
月
一
日
か
ら
、
差
し
出
さ

れ
た
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の
配
達
状
況

等
を
追
跡
す
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
配
達
完

了
・
代
引
完
了
・
不
在
留
置
・
局
留

・
転
送
・
還
付
．
還
付
不
能
な
ど
の

確
認
と
回
答
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
バ
ー
コ
ー

ド
の
入

っ
た
新
し
い
小
包
ラ
ベ
ル
を

使
用
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
お
手
持
ち
の
古
い
ラ
ベ
ル

は
十
月

一
日
以
降
は
使
用
し
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格

月
額
十
一
万
二
千
四

百
円

期
末
・
勤
勉
手
当
年
三
回
合

計
四
・
九
ヶ
月
そ
の
他
各
種

手
当
が
職
種
や
勤
務
条
件
等
に

よ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
衣
・
食
・

住

食

事

、

宿

舎

費

無

下
敷
水

大

和

令
．`貿
合
女
＊

｀

玄

(
'
 

マ）立

森
お
誕
生
お
め
で
と
う

A

、

ご
ざ
い
ま
す
．
芦

＊
 

＊
 

*
．
|

1

*

＊

＊
六
＊

↑
 

／
 

倉
料
そ
の
他
被
服
等
も
無
料
で
支

給
又
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

▽
特
別
退
職
手
当

任
期
制
隊
員
に
支
給
さ
れ
ま
す

二
年
任
用
満
了

(
1
0
0
日
分
）

三
年
任
用
満
了
(
-
五

0
日
分
）

継
続
任
用
（
各
二
年
経
過
毎
）

二

0
0
日
！
七
五
日
分

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課
、

ま
た
は
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
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水は生命の源です

8月 1日は「水の日」、 8月 1日～ 7日 、

は「水の週間」です。水は、私たちの毎日

の 暮 ら し や 農 業 、 工 業 な ど の 産 業 活 動を支

える重要な資源です。 しかしこの大切な水

もけ っ して豊富ではなく、いまや限りある

貴重な資源となってい ます。

毎日なにげなく使っている水。この機会

に い ま 一 度 水 を み な お し 、 く ら し と 水・資

源としての水について考えてみようではあ

りませんか。


